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ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

お
金
、そ
し
て
大
学
改
革

大
学
は
、社
会
の
変
化
に
対
応
し
、

そ
の
期
待
に
応
え
続
け
て
い
く
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
改
革
や
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

18
歳
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
た
現
在
、

そ
の
改
革
に
必
要
な
資
金
を
ど
う
す
る
か
？

今
回
は「
お
金
」の
調
達
の
仕
方
、使
い
方
か
ら
、

大
学
改
革
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

卒業後、変化の激しい
社会の中で生き抜く力を
養成する教育に期待

社会に必要な
取り組みをすることに期待

それぞれが
大学に望むことの
実現を期待　

18歳人口減少、
定員管理の厳格化により
増収は見込みにくい

国家財政の厳しさにより
増収は見込みにくい

大学の努力により
増収は大いに可能

学
納
金
、補
助
金
、寄
付
金

　
　か
ら

考
え
る

大
学
改
革

種類
学納金 補助金・

交付金 寄付金

学生・保護者 国民 卒業生、
地域、企業etc.

教育力 大学改革 目的による

払う人

大学の主な収入源

何を期待
して？

将来性

お
金

この先10年の
収支のめどは
立っているか？

ここ10年、
改革は進んで
いるか？

ここ10年、収入
構造の変化は
あるか？

自学は
どうですか？

　
教
育
力
を
高
め
る
た
め
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
用
施
設
の
建
設
、研

究
力
を
高
め
る
た
め
の
最
新
研
究
機
材

の
購
入
、
国
際
性
を
高
め
る
た
め
の
留

学
生
募
集
費
用
や
外
国
人
教
員
の
雇

用
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
議
論
の
た

め
の
Ｉ
Ｒ
部
署
の
設
置
etc.
…
。

　
今
、
大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
各
種

改
革
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
多
く

の
費
用
が
か
か
る
。
い
ず
れ
も
「
質
保

証
」
の
た
め
に
は
必
要
な
こ
と
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
上
の
表
に
示
し
た
よ
う

に
、
学
納
金
や
補
助
金
・
交
付
金
の
増

収
は
今
後
期
待
し
に
く
い
。
寄
付
金
を

増
や
す
な
ど
新
た
な
収
入
源
の
開
拓

と
、
将
来
に
役
立
つ
お
金
の
上
手
な
使

い
方
（
好
循
環
モ
デ
ル
）
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
18
歳
人
口
が

１
割
減
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
10
年
後

も
生
き
残
る
道
筋
と
な
ろ
う
。

　
大
学
の
主
な
収
入
は
、
学
生
（
学
納

金
）、
国
民
（
補
助
金
・
交
付
金
）、
そ

し
て
卒
業
生
や
企
業
、地
域
（
寄
付
金
）

が
払
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
お
金
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
は
、
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
自
学
に
対
す
る
期
待
と
、
そ
れ

に
応
え
て
い
る
か
、
を
考
え
る
と
い
う

こ
と
。
期
待
に
応
え
続
け
る
た
め
の
改

革
と
お
金
の
使
い
方
が
、
今
、
大
学
に

問
わ
れ
て
い
る
。

etc.
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以
下
、詳
し
く
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
エ
リ
ア
別
の
志
願
状
況
を
見
て

み
ま
す
【
図
表
１
】。

　
国
公
立
大
学
の
志
願
者
数
は
、関
東
、

首
都
圏
、
近
畿
な
ど
で
や
や
減
っ
た
も

の
の
、
全
体
と
し
て
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で

し
た
。

　
一
方
私
立
大
学
の
志
願
者
数
は
、
東

北
以
外
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
セ

ン
タ
ー
利
用
入
試
で
の
志
願
者
数
増
加

が
顕
著
で
、
全
国
で
10
ポ
イ
ン
ト
増
と

な
り
ま
し
た
。
首
都
圏
、
近
畿
な
ど
都

市
部
で
の
志
願
者
数
が
目
立
っ
て
増
え

て
い
る
の
は
、
入
学
定
員
管
理
厳
格
化

の
影
響
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
２
０
１
６

年
度
以
降
、
大
規
模
大
学
や
東
京
の
大

学
を
中
心
に
合
格
者
数
が
絞
り
込
ま
れ

て
い
る
状
況
か
ら
、
い
ず
れ
か
の
大
学

に
確
実
に
合
格
す
る
た
め
に
受
験
生
は

受
験
校
を
増
や
し
た
の
で
し
ょ
う
。
同

じ
動
き
は
２
０
１
６
、
２
０
１
７
年
度

に
も
あ
り
、
そ
の
際
、
志
願
者
数
が
増

え
た
の
は
主
に
大
規
模
大
学
で
し
た
。

し
か
し
本
年
度
は
中
小
規
模
の
大
学
も

増
え
た
点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
受
験

　
２
０
１
８
年
度
入
試
は
、
入
学
定
員

管
理
厳
格
化
の
影
響
が
色
濃
く
出
た
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
次

の
３
つ
で
す
。

①
景
気
動
向
を
反
映
し
、
経
済
・
経
営
・

商
学
系
統
を
中
心
と
し
た
文
系
人
気
が

継
続

②
入
学
定
員
管
理
の
厳
格
化
が
、
志
願

者
数
の
増
加
、
合
格
者
数
の
減
少
（
不

合
格
者
数
の
増
加
）
を
引
き
起
こ
し
、

受
験
生
に
と
っ
て
は
私
立
大
学
の
入
試

が
厳
し
さ
を
増
し
た

③
私
立
大
学
は
合
格
者
の
歩
留
ま
り
が

さ
ら
に
予
測
し
づ
ら
く
な
っ
た

生
が
よ
り
安
全
志
向
に
な
り
、
併
願
先

選
び
の
視
野
が
広
が
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
学
問
系
統
別
志
願
者
数
の
増
減
【
図

表
２
】
を
見
る
と
、「
文
高
理
低
」
の

傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
私
立
大
の
場

合
、
正
確
に
は
、
全
体
の
志
願
者
数
が

増
加
し
て
い
る
中
、
理
系
よ
り
文
系
が

増
え
て
い
る
状
況
だ
と
言
え
ま
す
。

　
私
立
大
学
の
人
文
科
学
系
統
、経
済
・

経
営
・
商
学
系
統
、
社
会
学
系
統
の
志

願
者
数
は
、
対
前
年
指
数
で
111
、
112
、

115
と
、
増
加
が
め
だ
っ
て
い
ま
す
が
、

し
か
し
、※

３
年
生
11
月
模
試
で
の
志

望
状
況
で
は
、
志
望
者
数
の
対
前
年
指

数
は
そ
れ
ぞ
れ
、
100
、
99
、
102
で
し
た
。

学
問
系
統
の
人
気
以
上
に
入
試
本
番
で

志
願
者
数
が
増
え
て
い
る
状
態
で
あ
っ

た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
理
系
で
は
、
工
学
系
統
が
、
国
公
立

大
学
、
私
立
大
学
と
も
に
志
願
者
数
を

増
や
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
詳
し
く
学

科
系
統
別
に
見
て
み
る
と
、
情
報
工
学

で
志
願
者
数
が
増
え
て
お
り
、
志
願
者

数
の
対
前
年
指
数
は
国
公
立
大
学
で

107
、私
立
大
学
で
124
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
o
Ｔ
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

に
関
係
し
た
学
科
が
工
学
系
統
の
中
で

は
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
で
見
る
最
新
入
試
動
向

入
定
管
理
の
厳
格
化
が
影
響

都
市
部
の
志
願
者
数
が
増
加

上
向
き
の
景
況
を
支
え
に

人
文
・
社
会
科
学
人
気
続
く

入学金や授業料等の学生納付金（学納金）を確保するためには、
自学が求める学生を獲得して育成し、その成果を募集に生かすサイクルが重要だ。

２０１８年度入試の結果を基に、今後の募集について考察する。

自身を成長させる
教育力への投資学納金

仁
科
佑
一

（
株
）進
研
ア
ド 

マ
ナ
ビ
ジ
ョ
ン
企
画
部 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

にしなゆういち●（株）ベネッセコーポレー
ション高校事業部関東支社営業、首都圏営
業課情報セクションなどを経て、2016年より

（株）進研アドにて高校と大学を結ぶ大学
マーケティング企画を担う。

文系学部での志願者数増加がめだつ ～学問系統別志願者数の増減（2018年度入試）【図表2】

＊ベネッセコーポレーション調べ。表の数値は前年の志願者数を100とした指数
＊募集人員は一般・センター合算値。私立大のセンター併用型入試はセンター利用方式で集計
＊関東：茨城県、栃木県、群馬県、新潟県　首都圏：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県　中部：長野県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県

       私立大で志願者数が増加 ～2018年度入試のエリア別志願者数増減指数【図表1】

２
０
１
８
年
度
入
試
概
況

全国
北海道
東北
関東

首都圏
北陸
中部
近畿

中四国
九州

エリア
１８歳人口

国公立大 私立大

募集人員 募集人員志願者数
志願者数

一般 センター利用 全体

2018 年度 /2017 年度比

98
97
97
99
99
99
99
98
98
98

100
100

98
100

99
100
104
100
101
100

99
100
106

95
96

110
100

96
99

100
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100
103

99
101
105

99
101

99
102

106
100

94
104
106
115
102
108
101
101

110
105

96
105
111
100
105
111

99
108

107
102

95
104
108
109
103
109
101
103

（人）

＊ベネッセコーポレーション調べ。グラフ内の数字は志願者数の前年差。指数は前年の志願者数を100とした値
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学
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・
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■ 国公立大
■ 私立大

※2017年度　高３生・高卒生第３回ベネッセ・駿台マーク模試・11月
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特集●お金から考える大学改革 学納金

        大規模大学で年々進む、合格者数の絞り込み
          ～主な私立大学の入学定員・合格者数（一般・センター利用方式計）３か年推移

大学

＊大規模大学を一部抜粋。合格者数は一般・センター入試合算。Between編集部調べ

日本
早稲田
立命館
東海
東洋
明治
近畿
関西
法政
慶應義塾
同志社
関西学院
中央
帝京
龍谷
神奈川
立教
福岡
専修
青山学院
東京理科
駒澤
名城
京都産業
国士舘

合格者数の
前年度差（人）合格者数（人）入学定員（人） 合格者数の

前年度差（人）合格者数（人）入学定員（人） 合格者数（人）入学定員（人） 

14,760
8,940
7,157
6,755
6,732
6,730
7,050
6,522
6,441
6,405
6,025
5,690
5,527
5,369
4,539
4,230
4,150
4,110
4,000
3,902
3,565
3,315
3,155
2,935
2,820

29,517
17,976
31,983
13,074
23,938
24,144
25,439
18,908
23,192
9,252

17,735
13,718
16,431
8,235

10,049
9,294

12,838
13,734
10,721
9,504

16,268
10,586
10,765
8,378
6,028

14,869
8,940
7,629
6,758
7,301
6,730
7,970
6,522
6,441
6,405
6,025
5,700
5,981
5,371
4,693
4,230
4,604
4,110
4,000
4,220
3,890
3,315
3,370
3,305
2,820

29,333
15,927
28,142
12,679
24,674
22,854
27,089
18,006
21,181
8,978

16,988
12,342
15,857
7,786
9,845
9,363

11,260
13,233
9,892
8,064

16,559
9,569

10,931
8,185
5,239

▲ 184
▲ 2,049
▲ 3,841

▲ 395
736

▲ 1,290
1,650

▲ 902
▲ 2,011

▲ 274
▲ 747

▲ 1,376
▲ 574
▲ 449
▲ 204

69
▲ 1,578

▲ 501
▲ 829

▲ 1,440
291

▲ 1,017
166

▲ 193
▲ 789

15,341
8,940
7,844
6,758
7,301
7,760
7,970
6,522
6,441
6,405
6,351
5,700
5,981
5,371
4,693
4,230
4,604
4,420
4,000
4,220
3,910
3,315
3,370
3,410
2,820

29,370
14,532
24,995
11,777
21,504
21,216
25,562
16,026
17,548
8,817

16,143
9,882

15,198
7,654
9,465
9,142

10,452
12,985
8,437
7,313

15,833
8,550

10,943
6,118
4,057

37
▲ 1,395
▲ 3,147

▲ 902
▲ 3,170
▲ 1,638
▲ 1,527
▲ 1,980
▲ 3,633

▲ 161
▲ 845

▲ 2,460
▲ 659
▲ 132
▲ 380
▲ 221
▲ 808
▲ 248

▲ 1,455
▲ 751
▲ 726

▲ 1,019
12

▲ 2,067
▲ 1,182

2016年度 2017年度 2018年度

7 6

歩
留
ま
り
予
測
の
難
し
さ
は

次
年
度
も
続
く
見
込
み

各
学
年
の
状
況
に
対
応
し
た

広
報
戦
略
が
カ
ギ

　
こ
の
先
３
年
間
の
学
生
募
集
は
、
現

行
入
試
の
対
応
と
、
新
入
試
に
向
け
た

対
応
を
行
う
「
新
旧
入
試
混
在
期
」
に

突
入
し
ま
す
【
図
表
５
、
６
】。
よ
っ

て
学
年
ご
と
の
違
い
を
意
識
し
た
働
き

か
け
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
３
年
生
は
、
２
０
１
８
年
度
入
試
の

結
果
を
ふ
ま
え
て
、
さ
ら
に
安
全
志
向

が
強
ま
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
志
望
大
へ

の
合
格
率
を
高
め
る
た
め
の
入
試
情
報

に
対
す
る
関
心
が
高
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
併
願
可
能
な
入
試
方
式
や
外
部
英

語
検
定
試
験
の
活
用
提
案
な
ど
、
受
験

生
の
関
心
に
応
え
る
情
報
提
供
が
必
要

で
し
ょ
う
。

　
２
年
生
は
、
現
行
入
試
で
の
現
役
合

格
を
強
く
意
識
す
る
学
年
で
す
。
併
願

パ
タ
ー
ン
や
併
願
校
数
を
増
や
し
て
志

望
校
を
検
討
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
志
望
校
検
討
の
初
期
段
階
か
ら
、

高
校
生
の
併
願
校
リ
ス
ト
に
入
る
こ
と

を
意
識
し
た
情
報
提
供
が
効
果
的
で

し
ょ
う
。

　
１
年
生
は
、
自
分
が
受
験
す
る
入
試

が
ど
う
な
る
の
か
、
と
て
も
不
安
を
感

じ
て
い
る
学
年
で
す
。
１
年
生
向
け
に

入
試
ガ
イ
ド
を
作
成
す
る
な
ど
、
早

期
に
入
試
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
は
、

受
験
生
の
不
安
を
取
り
除
く
一
つ
の
方

法
だ
と
言
え
ま
す
。

　
次
に
入
学
定
員
管
理
厳
格
化
の
影
響

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
【
図
表
３
】。
私

立
大
学
で
は
一
般
・
セ
ン
タ
ー
利
用
と

も
に
志
願
者
数
は
増
え
て
お
り
、
２
０

１
６
年
度
の
値
を
100
と
す
る
と
、
２
０

１
８
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
114
、
117
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
合
格
者
数
は
93
、

96
と
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
大
規
模
私
立
大
学
に
つ
い
て
、

３
か
年
の
合
格
者
数
の
推
移
を
見
る

と
、
２
０
１
７
年
度
に
続
い
て
２
０
１

８
年
度
も
合
格
者
数
を
絞
り
込
ん
で
い

る
大
学
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

【
図
表
４
】。志
願
者
数
が
増
え
る
一
方
、

補
助
金
や
学
部
新
設
の
認
可
に
影
響
す

る
入
学
定
員
超
過
率
の
基
準
が
厳
し
く

な
っ
た
た
め
に
合
格
者
数
を
さ
ら
に
絞

る
、
と
い
う
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
浪
人
を
選
択
す
る
受
験
生

が
増
え
た
と
の
声
が
多
く
の
高
校
で
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
私
立
大
学
か
ら
は
過
去
２
年
以
上

に
、「
歩
留
ま
り
が
読
み
に
く
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
挙
が
り
ま
し
た
。
少
な
く

と
も
現
行
入
試
最
後
の
２
０
２
０
年
度

入
試
ま
で
は
安
全
志
向
が
続
き
、
志
願

者
数
の
増
加
が
続
く
と
考
え
ま
す
。
た

だ
し
、
増
え
る
の
は
安
全
校
で
、
挑
戦

校
に
お
け
る
志
願
者
数
は
、
む
し
ろ
減

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 高校３年生
（2019年度入試）

 現行入試
〈安全志向〉

私立大学は一般・センターとも志願者数増、合格者数減
～入試方式別募集人員、志願者数、合格者数増減指数

【図表3】

【図表4】

「新旧入試混在期」は、学年ごとに異なる特徴に注目
～高校生各学年の志望動向（2018年度）

【図表6】

　　　 高校教育の変化をふまえて、入試改革への対応を進めていく必要がある     
            ～大学入試と高校教育の改革スケジュール

【図表5】

入
学
定
員
管
理
厳
格
化
の
影
響

「
新
旧
入
試
混
在
期
」の
募
集
戦
略

学年の特徴 予想される志望動向 学生募集広報のポイント

▶入学定員管理厳格化の影響は残る
▶非常に強い現役志向
　（絶対に浪人したくない）

▶入学定員管理厳格化の影響は続く
▶私立大入試の難化傾向が続く

▶私立大入試難化をふまえた入試広報
　（併願可能な入試方式や外部英語検定試験の活用など）

▶学力上位層の志望者を対象とした大学の認知拡大
　（不本意入学としないために大学理解度を高めるなど）

▶非常に強い現役志向をふまえた入試広報
　（併願受験を促す情報提供を行うなど）

▶入試情報ニーズの早期化への対応
　（１年生向けの入試ガイドを作成するなど）

大
学
入
試

高
校
教
育

▶新入試に対する不安
▶前年度の反動で既卒生は減少

共通テスト実施

共通テストと
併用利用

学力の３要素を
各入試区分で
評価

外部英語検定
試験の
入試活用

大学入学
共通テストの導入

「実施方針」の
策定・公表

新入試
対応方針や
変更予告の公表

新入試対応の
周知など

告示 実施

「大学入試英語
成績提供システム」
の参加要件
確認結果の公表

多面的・総合的
評価

各大学の動き

次期学習指導
要領

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

「実施大綱」の
策定・公表

入試要項公表
→新入試
　スタート

次
期
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
入
試
実
施

入試での利用拡大

eポートフォリオの利用拡大など

周知・徹底 年次進行

併用

120

115

110

105

100

95

90

志願者数

117

104

9699

102

106

100

114

103

93

108
102

97
100

募集人員
合格者数

2016年度 2017年度 2018年度

120

115

110

105

100

95

90
2016年度 2017年度 2018年度

私立大学：
一般方式

私立大学：
センター
利用方式

2016年度を100とした指数の推移　＊ベネッセコーポレーション調べ

（指数） （指数）

 新入試
〈“初めて”の
 不安〉

 現行入試
〈“超”安全志向〉

 高校１年生
（2021年度入試）

 高校2年生
（2020年度入試）

2021年度入試 2025年度入試
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投
資
に
込
め
ら
れ
た
期
待
に

教
育
の
質
で
応
え
る

多
様
な
入
学
者
を
受
け
入
れ

学
び
合
う
集
団
へ
と
育
成

学
修
成
果
を
可
視
化
し

デ
ザ
イ
ン
化
し
て
伝
え
る

　
学
納
金
は
、
学
生
が
大
学
の
教
育
に

期
待
し
て
支
払
う
〝
投
資
〞
だ
と
言
え

る
。
受
け
取
っ
た
「
お
金
」
に
よ
っ
て

大
学
は
、
学
生
が
期
待
す
る
（
そ
れ
以

上
の
）
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
の
教
育
の
「
成
果
」
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
、
大
学
に
と
っ
て
望
ま
し

い
量
と
質
の
学
生
を
確
保
す
る
。
こ
の

よ
う
な
「
お
金
」
と
「
成
果
」
の
好
循

環
が
、
大
学
が
め
ざ
す
べ
き
、
い
わ
ば

学
納
金
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
言
え
よ
う

【
図
表
７
】。

　
こ
の
循
環
の
中
で
補
助
金
や
寄
付
金

を
上
手
に
活
用
し
、
さ
ら
に
教
育
を
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
る
と
、「
成
果
」
が

よ
り
大
き
く
な
り
、
学
生
募
集
に
好
影

響
を
与
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
「
お
金
」
と
「
成
果
」
の
好
循

環
を
実
現
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
要

素
を
整
理
す
る
と
、①
入
学
定
員
の

確
保（
量
）　
②
学
び
合
う
集
団
づ
く

り（
質
）
　③
学
修
成
果
の
可
視
化

④
学
修
成
果
の
デ
ザ
イ
ン
化
、
の
４

つ
に
な
る
。

　
学
納
金
の
多
寡
は
学
生
数
に
比
例
す

る
の
で
、
教
育
に
十
分
な
お
金
を
使
え

る
状
態
に
す
る
に
は
、①
入
学
定
員
の

確
保（
量
）は
欠
か
せ
な
い
。

　
し
か
し
、
教
育
を
活
性
化
さ
せ
る
に

は
原
資
が
あ
る
だ
け
で
は
不
十
分
だ
。

②
学
び
合
う
集
団
づ
く
り（
質
）を
意

識
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
変
化
の
激

し
さ
が
増
す
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育

て
る
に
は
、
多
様
な
人
々
と
協
働
す
る

経
験
が
求
め
ら
れ
る
。
大
学
で
そ
う
し

た
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

つ
く
る
に
は
、多
様
な
入
学
者
を
集
め
、

彼
ら
を
〝
混
ぜ
る
〞
こ
と
だ
ろ
う
。
入

試
改
革
は
、
そ
れ
を
推
進
す
る
チ
ャ
ン

ス
だ
。

　
入
試
の
検
討
に
お
い
て
は
ま
ず
、
自

学
の
学
び
に
と
っ
て
理
想
的
な
入
学
者

の
構
成
を
考
え
る
こ
と
か
ら
始
め
る
と

よ
い
だ
ろ
う
。
自
学
で
伸
び
る
の
は
ど

の
よ
う
な
学
生
な
の
か
を
デ
ー
タ
に
基

づ
き
検
討
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
学

生
像
を
明
確
に
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

集
団
の
多
様
性
を
高
め
る
こ
と
や
、
入

学
定
員
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
を
考
え
、、
募
集
広
報
や
入
試
の
し

く
み
を
工
夫
す
る
。
受
け
入
れ
た
学
生

は
、
入
学
前
教
育
や
初
年
次
教
育
、
学

部
教
育
を
通
し
て
、
互
い
に
学
び
合
う

集
団
へ
と
育
て
て
い
く
。

　
入
学
者
は
、
入
試
方
式
に
よ
っ
て
学

力
や
資
質
、
志
望
度
な
ど
に
違
い
が
見

ら
れ
る
。
共
に
学
ぶ
体
験
を
通
し
て
互

い
に
影
響
し
合
い
、
そ
れ
が
成
長
に
つ

な
が
っ
て
い
る
か
を
学
習
習
慣
や
学

習
意
欲
、
思
考
力
と
い
っ
た
学
び
の

姿
勢
・
程
度
を
測
る
指
標
に
よ
り
可
視

化
し
て
検
証
す
る
。
指
標
を
全
学
共
通

に
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
学
生
の
育
成
が

全
学
的
な
課
題
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
に

な
り
、
教
職
員
を
巻
き
込
み
や
す
く
な

る
だ
ろ
う
。
全
学
的
な
取
り
組
み
に
な

れ
ば
、
そ
の
指
標
を
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し

て
、
募
集
広
報
に
利
用
す
る
こ
と
も
可

能
に
な
る
。

　
教
育
で
挙
げ
た
成
果
を
学
生
募
集
に

結
び
付
け
る
た
め
に
は
、
そ
の
成
果
が

受
験
生
や
保
護
者
、
高
校
教
員
に
魅
力

を
伴
う
形
で
伝
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、③
学
修
成

果
の
可
視
化
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
た
だ
可
視
化
し
て
結
果
を

見
せ
る
だ
け
で
は
、
相
手
に
は
伝
わ
り

に
く
い
。④
学
修
成
果
の
デ
ザ
イ
ン
化

【
図
表
８
】
が
重
要
で
、
そ
の
と
き
に

考
慮
し
て
お
き
た
い
の
が
高
校
生
の
進

路
意
識
の
変
化
だ
。
高
校
で
の
進
路
指

導
は
、「
あ
な
た
は
何
に
な
り
た
い
？
」

を
問
い
か
け
る
「
職
業
逆
算
型
」
か
ら
、

「
あ
な
た
の
力
を
世
の
中
に
ど
う
生
か

し
た
い
？
」
を
問
い
か
け
る
「
探
究
型
」

へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
、

「
自
分
の
力
を
伸
ば
せ
る
大
学
か
ど
う

か
」
が
、
高
校
生
の
大
学
選
び
に
お
い

て
大
き
な
比
重
を
占
め
る
よ
う
に
な
る

だ
ろ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

学
生
の
成
長
に
と
っ
て
ど
う
役
立
っ
て

い
る
か
と
い
う
視
点
で
整
理
し
、
ス

ト
ー
リ
ー
に
し
て
伝
え
る
努
力
が
求
め

ら
れ
る
。

　
高
大
接
続
改
革
に
よ
り
、
受
験
生
や

保
護
者
、
高
校
教
員
は
入
試
の
変
化
に

敏
感
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
教

育
の
特
徴
を
選
抜
方
法
を
通
じ
て
伝
え

る
手
法
も
効
果
的
だ
。

　
例
え
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

が
特
色
の
大
学
で
あ
れ
ば
、
英
語
４
技

能
を
重
視
し
た
入
試
と
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
関
連
さ
せ
る
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

特
色
の
あ
る
大
学
で
あ
れ
ば
、
高
校
で

始
ま
っ
て
い
る
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

活
用
を
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
面
か
ら
支
援

す
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
大
学
の

強
み
を
高
校
生
や
高
校
教
員
に
伝
え
る

有
効
な
方
法
だ
と
言
え
よ
う
。

【図表7】

学
納
金
を
学
生
募
集
に
生
か
す

エ
コ
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を

「お金」と「成果」の好循環をつくる ～学納金を学生募集に生かすエコシステム

【図表8】高校生が成長イメージを持てるようにデザイン化して伝える

②学び合う
　集団づくり（質）

④学修成果の
　デザイン化

お金

成果

Before

大学の取り組みと
自分との関わりが
イメージできない

学修成果をデザイン化すると、
その大学で自分がどう成長
できるかが理解しやすい

成長した「先輩」の姿
（ロールモデル）

この先輩が参加した
プロジェクトは、
「補助金獲得」により
活動がレベルアップ

こういう学生を
育てたいから、
「入試」はこうします

このような
先輩がいます

補助金
獲得しました

▲▲学部で
地域連携
やってます

●●学部の
入試はこう
変えます

「地域連携」で
こんなスキルを
獲得しました

①入学定員の
　確保（量）

③学修成果の
　可視化

学生募集 補助金
寄付金 教育

After
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及び定員増においては原則抑制

シーリングの開始

 臨時行政調査会最終答申
（総額抑制、特別補助の割合を高める）

機関補助に競争の観点を反映（骨太2001）、文科省から
直接交付する高度化推進特別補助を創設（～2006年度）

2003年度 大学設置に関する抑制方針を撤廃、準則主義に転換
2004年度 認証評価制度の開始

対前年度比▲１％を基本とする（骨太2006）、機能に応じた
特別補助である「ゾーン制」創設（将来像答申）（～2010年度）

特別補助のうち共通的に行われるようになった
活動について「一般補助への組替」を実施

私立大学等改革総合支援事業

私立大学等経営強化集中支援事業
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特集●お金から考える大学改革

　
そ
の
間
、
私
学
助
成
は
改
革
を
促
す

べ
く
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
２
０
１
８
年
度
か
ら
は
、
一

般
補
助
の
配
分
ル
ー
ル
見
直
し
、
収
容

定
員
未
充
足
に
対
す
る
調
整
係
数
の
強

化
や
、
教
育
の
質
を
評
価
す
る
指
標
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
収
容
定

員
を
満
た
す
努
力
を
す
る
こ
と
、
そ
し

て
教
育
の
質
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
同
様
に
、
国
立
大
学
の
運
営
費
交
付

金
に
つ
い
て
も
、
２
０
１
６
年
度
か
ら

は
「
３
つ
の
重
点
支
援
の
枠
組
み
」
ご

と
に
中
期
計
画
の
進
捗
状
況
な
ど
が
評

価
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
交
付
金
が
再

分
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
国
は
大
学
に
交
付
す
る

〝
お
金
〞
を
、改
革
と
機
能
強
化
の
促
進

に
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　
私
立
大
学
の
収
入
内
訳
を
見
る
と
、

補
助
金
は
約
１
割
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
一

方
金
額
ベ
ー
ス
で
は
平
均
支
給
額
は
約

５
億
円
で
す
が
、
10
億
円
以
上
の
大
学

は
62
大
学
、
上
位
校
は
100
億
円
近
い
交

付
金
額
に
な
り
ま
す
。
近
年
の
私
学
助

　
国
か
ら
各
大
学
に
交
付
さ
れ
る
〝
お

金
〞
は
「
一
律
交
付
」
か
ら
、
改
革
に

努
力
す
る
大
学
に
厚
く
、
消
極
的
な
大

学
に
は
薄
い
「
メ
リ
ハ
リ
あ
る
交
付
」

に
移
行
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
建

学
の
理
念
の
下
に
独
自
の
運
営
を
行
う

私
立
大
学
へ
の
経
常
費
補
助
（
私
学
助

成
）
は
１
９
７
０
年
に
始
ま
り
、
１
９

７
５
年
に
成
立
し
た
私
立
学
校
振
興
助

成
法
に
よ
り
、
経
常
的
経
費
の
50
%
を

限
度
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
【
図
表
１
】。
補
助
金
額

は
２
０
０
０
年
代
以
降
３
０
０
０
億
円

超
で
安
定
し
て
い
る
一
方
、
私
立
大
学

全
体
の
経
常
的
経
費
は
大
き
く
膨
ら
み

続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
補
助
割

合
は
１
９
８
０
年
の
29
・
５
％
を
ピ
ー

ク
に
下
が
り
続
け
、
2
0
1
5
年
度
に

は
10
％
を
切
り
ま
し
た
【
図
表
２
】。

補
助
金
を〝
て
こ
〞に
し
て

組
織
を
動
か
し
特
色
化

自
学
の
未
来
へ
の
投
資
に

積
極
的
な
姿
勢
を
示
そ
う

成
が
改
革
を
促
す
方
向
に
傾
い
て
い
る

の
は
、
社
会
の
期
待
を
受
け
て
の
も
の

で
す
。
そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
優
先
す
べ

き
活
用
先
は
大
学
改
革
だ
と
言
え
ま
す
。

　
改
革
に
は
「
教
職
員
が
動
か
な
い
」

「
学
内
の
意
識
を
統
一
で
き
な
い
」「
計

画
を
実
行
す
る
パ
ワ
ー
が
な
い
」
と

い
っ
た
悩
み
が
つ
き
も
の
で
す
。ま
た
、

補
助
金
で
改
革
費
用
の
全
て
が
賄
わ
れ

る
わ
け
で
も
な
く
、
短
期
的
な
補
助
金

獲
得
の
み
に
頼
っ
て
は
継
続
的
な
改
革

に
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
お
声
を
よ
く

伺
い
ま
す
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
補
助
金

は
改
革
の
レ
バ
レ
ッ
ジ
、
つ
ま
り
、
取

り
組
み
の
レ
ベ
ル
を
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ

さ
せ
る
「
て
こ
」
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
補
助
金
は
、
そ
の
獲
得
が
目
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
で
は
、
大
学

の
特
色
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
補
助
金
の

申
請
を
行
う
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
学
内

の
意
識
統
一
を
図
り
、「
補
助
金
の
条

件
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
を
土
台
に

し
て
、
各
大
学
が
３
ポ
リ
シ
ー
を
実
現

し
て
い
く
こ
と
が
、
各
々
の
特
色
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
中
央
教
育

審
議
会
で
の
議
論
や
予
算
案
な
ど
か
ら

政
策
の
方
向
性
を
読
み
解
く
な
ど
、
情

報
収
集
の
努
力
が
大
切
で
す
。
自
学
の

取
り
組
み
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
把
握
す
る

こ
と
で
、
獲
得
で
き
る
は
ず
の
お
金
を

確
実
に
獲
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

補
助
金
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

＊金額は当初予算額。高度化推進特別補助は、2007年度に特別補助と統合。
2012年度～の特別補助には、復興特別会計に計上している額を含まない 
＊文部科学省高等教育局私学部私学助成課「私立大学の財政基盤について」（2016年）等を基に作成

【図表2】私大経費の増加により
補助割合は低下

 ～私立大学等における経常的経費と経常費補助金額の推移

【図表1】近年は主に一般補助によって改革を促す
～私学助成の「競争化・改革化」の歴史 

＊2012年度～は
復興特別会計を除く
＊文部科学省「私立大学等に
おける経常的経費と経常費
補助金額の推移」等を基に作成

（
株
）進
研
ア
ド

改
革
支
援
室 

室
長

高
坂
栄
一

こうさかえいいち●（株）ベネッセコーポ
レーション（旧福武書店）入社。以来高校
向け、大学向けの教育事業に携わる。

（株）ベネッセｉ‐キャリア取締役教育事業
本部長を経て、現職。

支
給
基
準
の
方
向
性
は

機
能
強
化
へ
と
シ
フ
ト

補助金

国が支給する各種の補助金は、より競争的な性格を強め、
大学改革を先導する意味合いが大きくなりつつある。複雑な補助金制度を

解きほぐすとともに、改革に力をもたらすレバレッジとして活用する方法を考える。

改革の
レバレッジとしての補助金

取材・文／児山雄介　撮影／亀井宏昭

　
補
助
金
は
、
基
本
的
に
は
「
ル
ー
ル

を
守
り
、
申
請
し
て
、
必
要
な
書
類
を

整
え
る
」
こ
と
で
交
付
さ
れ
る
お
金
で

す
。
ま
ず
は
、
申
請
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
つ
こ
と
。
そ
れ
に
は
、
入
試
に

関
す
る
ル
ー
ル
を
順
守
す
る
、
情
報
を

公
開
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
健
全
性
、
透
明
性
を
高
め

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
教
職
員
に
自
学
の
改
革
の
方
向
性
を

日
頃
か
ら
示
し
て
お
く
こ
と
、
そ
し
て

学
内
の
改
革
の
た
め
の
取
り
組
み
と
補

助
金
と
の
関
係
を
わ
か
り
や
す
く
整
理

し
共
有
し
て
お
く
こ
と
。
そ
れ
ら
が
、

補
助
金
の
活
用
や
改
革
に
積
極
的
な
風

土
を
つ
く
る
う
え
で
有
効
で
す
。

　
申
請
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
過
程
を
滞

り
な
く
や
り
遂
げ
る
に
は
、
全
学
的
な

協
力
体
制
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
各
部
署

で
活
動
の
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
て
ど
の
よ

う
な
も
の
が
必
要
か
を
理
解
し
、
そ
れ

ら
を
そ
ろ
え
て
い
く
こ
と
で
、
特
定
部

署
で
の
事
務
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
は
ず

で
す
。

　
補
助
金
を
活
用
し
た
大
学
改
革
は
、

自
学
の
未
来
へ
の
投
資
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
投
資
に
積
極
的
な
姿
勢
こ

そ
が
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
心
を
動

か
し
、
寄
付
金
の
調
達
や
外
部
機
関
と

の
連
携
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
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担
当
者
で
も

全
容
の
理
解
は
難
し
く
、

ま
た
そ
の
理
解
が
他
の
部
署
に
は

共
有
さ
れ
に
く
い
補
助
金
の
世
界
。

主
に
私
立
大
学
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

様
々
な
疑
問
に
つ
い
て
、

関
係
各
所
に
取
材
し
て
み
た
。

補
助
金

     

行
政
に
よ
る
資
金
助
成
。
全

学
で
取
り
組
む
べ
き
改
革
案
件
。

　
補
助
金
と
は
「
企
業
・
団
体
・
個
人

が
公
共
的
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

行
政
が
助
成
す
る
資
金
」
だ
。
自
学
が

や
り
た
い
こ
と
を
し
や
す
く
し
た
り
、

か
か
る
経
費
の
学
生
負
担
を
軽
減
し
た

り
す
る
た
め
、
上
手
に
活
用
し
た
い
お

金
で
あ
る
。

　
し
か
し
、補
助
金
は
あ
く
ま
で
も「
補

助
」。
全
資
金
は
交
付
さ
れ
な
い
。
さ

ら
に
近
年
は
、
国
の
方
針
（
機
能
強
化

や
質
保
証
、
そ
れ
に
伴
う
大
学
改
革
）

へ
の
取
り
組
み
が
交
付
条
件
と
な
っ
て

い
る
。「
文
科
省
は
、
大
学
改
革
と
は
、

各
教
職
員
の
日
常
業
務
を
変
え
る
こ
と

だ
と
気
づ
き
、『
○
○
を
し
て
い
る
か
？

＝
○
点
』
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
を
案

件
化
し
た
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
大
学
人

の
声
も
。
今
や
補
助
金
は
、
補
助
金
担

当
部
署
だ
け
の
業
務
で
は
な
く
、
全
学

的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
て
取
り
組
む

べ
き
改
革
そ
の
も
の
と
言
え
る
。

     
私
立
大
学
は
「
一
般
補
助
」

と
「
特
別
補
助
」
の
２
階
建
て
。

　
設
置
区
分
に
よ
り
、
国
等
か
ら
交
付

さ
れ
る
資
金
の
種
類
は
異
な
る
【
図
表

1
】。
こ
の
う
ち
複
雑
な
「
私
立
大
学

等
経
常
費
補
助
金
（
以
下
、
経
常
費
補

助
金
）」
を
【
図
表
２
】
に
ま
と
め
た
。

こ
れ
は
私
立
大
学
が
教
育
研
究
機
関
と

し
て
運
営
す
る
の
に
必
要
な
費
用
に
対

す
る
補
助
金
だ
。
私
学
事
業
団
経
由
で

学
校
法
人
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
。

　
基
本
の
補
助
金
は
一
般
補
助
。
教
職

員
給
与
や
退
職
金
掛
け
金
、
教
材
研
究

用
の
消
耗
品
や
研
究
旅
費
等
へ
の
補
助

の
た
め
、
大
学
の
規
模
に
よ
り
ベ
ー
ス

の
金
額
が
決
ま
る
。他
方
特
別
補
助
は
、

国
が
誘
導
し
た
い
施
策
が
メ
ニ
ュ
ー
化

さ
れ
、
そ
の
取
り
組
み
度
合
い
を
点
数

化
、
一
般
補
助
の
増
額
分
と
し
て
加
算

さ
れ
る
。
そ
の
一
部
は
改
革
総
合
支
援

事
業
等
、
選
定
さ
れ
た
大
学
の
み
に
交

付
さ
れ
る
お
金
だ
。
一
般
補
助
に
つ
い

て
も
昨
今
は
定
員
管
理
な
ど
教
育
の
質

保
証
に
つ
い
て
の
指
標
が
導
入
さ
れ
、

金
額
に
影
響
す
る
。

　
こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
以
外
に
も
多
様

な
補
助
金
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
補
助

金
の
種
類
の
多
さ
は
、
文
科
省
に
よ
る

と
「
メ
ニ
ュ
ー
の
多
さ
は
各
大
学
の
特

色
に
合
っ
た
改
革
を
選
び
や
す
く
す
る

た
め
」。
ど
れ
を
獲
る
か
議
論
す
る
こ

と
が
特
色
化
の
第
一
歩
と
言
え
よ
う
。

     

交
付
は
「
終
わ
り
」
で
は
な

く
「
始
ま
り
」。

　
こ
こ
で
は
私
学
助
成
の
流
れ
を
簡
単

に
紹
介
す
る
。【
図
表
３
】
に
ま
と
め

た
よ
う
に
、
当
該
年
度
の
第
３
四
半
期

ま
で
に
各
部
署
の
協
力
を
得
な
が
ら
20

種
類
以
上
も
の
各
種
調
査
票
を
作
成
し

申
請
し
て
よ
う
や
く
交
付
さ
れ
る
が
、

そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
翌
年
は
実

績
の
報
告
を
求
め
ら
れ
る
。
一
部
の
大

学
に
は
会
計
検
査
院
の
実
地
検
査
も
入

る
。
そ
の
結
果
、
過
大
交
付
と
認
定
さ

れ
た
場
合
は
、
国
庫
に
そ
の
分
返
還
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

     

一
般
補
助
は
員
数
×
単
価
が

基
本
。
増
減
率
と
不
交
付
条
件

に
は
注
意
。

　
交
付
額
の
計
算
法
を
P.
14
【
図
表

４
】
に
ま
と
め
た
。
注
目
し
た
い
の
は

一
般
補
助
の
「
増
減
率
」
だ
。
国
が
大

学
に
求
め
る
基
本
的
な
要
件
が
項
目
化

さ
れ
て
お
り
、
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば

一
定
の
割
合
で
減
額
、
最
大
で
99
％
減

額
も
あ
り
得
る
（
一
部
、
満
た
し
て
い

れ
ば
増
額
さ
れ
る
項
目
も
あ
る
）。
そ

れ
と
は
別
に
、
定
員
の
大
幅
超
過
な
ど
、

そ
れ
だ
け
で
不
交
付
が
確
定
す
る
条
件

も
。過
去
に
定
員
超
過
で
不
交
付
と
な
っ

た
あ
る
大
学
は
、
膨
大
な
申
請
業
務
か

ら
は
開
放
さ
れ
た
も
の
の
、
結
果
的
に

例
年
に
比
べ
て
改
革
が
進
ま
ず
、
補
助

金
の
意
義
を
考
え
直
し
た
と
い
う
。

　
他
方
特
別
補
助
は
、
国
が
指
定
し
た

教
育
研
究
や
経
営
に
つ
い
て
の
実
施
項

目
の
取
り
組
み
度
合
い
が
点
数
化
さ

れ
、
加
算
金
額
が
決
ま
る
。
私
学
事
業

団
に
よ
る
と
特
別
補
助
獲
得
の
ポ
イ
ン

ト
は
、①
そ
の
補
助
項
目
の
趣
旨
に

あ
っ
て
い
る
か
、②
全
学
的
、
組
織
的

か
、③
先
の
①
②
を
証
明
で
き
る
根
拠

資
料
が
あ
る
か
だ
と
言
う
。

　
な
お
、
会
計
検
査
院
の
実
地
検
査
が

入
っ
た
場
合
、
不
当
事
項
が
指
摘
さ
れ

る
と
返
還
と
改
善
策
を
提
出
す
る
必
要

も
。
学
内
へ
の
補
助
金
制
度
へ
の
理
解

促
進
と
意
識
づ
け
、
根
拠
資
料
の
作
成

保
管
等
、
協
力
体
制
を
築
こ
う
。

     

「
教
育
の
質
に
関
す
る
こ
と
」

が
よ
り
厳
し
く
問
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。【
図
表
５
】

　
全
体
と
し
て
は
、
教
育
の
質
保
証
が

「
全
学
的
」
か
つ
「
継
続
的
」
に
行
わ

れ
て
い
る
か
を
よ
り
強
く
問
う
方
向
に

シ
フ
ト
し
て
お
り
、
教
育
改
革
や
定
員

割
れ
に
つ
い
て
対
応
し
な
い
大
学
に
対

し
て
は
大
幅
な
減
額
が
行
わ
れ
る
。
特

別
補
助
や
各
種
事
業
な
ど
意
欲
的
な
取

り
組
み
に
対
す
る
上
乗
せ
に
つ
い
て

は
、
年
々
取
り
組
み
レ
ベ
ル
が
上
が
っ

て
お
り
、不
断
の
改
革
が
求
め
ら
れ
る
。

　【
図
表
５
】
を
見
て
も
ら
い
た
い
。

ま
ず
「
不
交
付
」
に
つ
い
て
は
定
員
管

理
が
強
化
さ
れ
た
。
定
員
管
理
の
難
し

さ
は
今
年
度
入
試
結
果
に
表
れ
て
い
る

も
の
の
、
文
科
省
と
し
て
は
「
定
員
管

理
は
質
保
証
」
と
い
う
観
点
か
ら
必
要

と
す
る
考
え
だ
。「
増
減
率
」
で
は
教

育
の
質
に
か
か
わ
る
客
観
的
指
標
に
よ

る
増
減
の
強
化
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
「
改
革
総
合
支
援
事
業
タ
イ
プ

１
」
で
多
く
の
大
学
で
実
施
済
み
と
回

答
し
て
お
り
、
教
育
の
質
に
関
わ
る
基

本
的
な
取
り
組
み
と
見
な
さ
れ
た
項
目

が
一
般
補
助
の
指
標
へ
と
ス
ラ
イ
ド
さ

れ
た
も
の
だ
。
そ
の
か
わ
り
同
タ
イ
プ

の
調
査
項
目
は
、
教
育
の
質
「
向
上
」

の
取
り
組
み
に
変
更
さ
れ
る
。

　
財
務
諸
表
の
公
表
状
況
の
減
額
率
の

強
化
は
、
社
会
へ
の
積
極
的
な
情
報
公

開
を
求
め
て
の
こ
と
か
ら
。
ま
た
、
継

続
的
に
定
員
が
未
充
足
の
大
学
の
う

ち
、
在
籍
学
生
数
が
収
容
定
員
の
75
％

未
満
な
ど
、
４
つ
の
条
件
に
該
当
す
る

と
特
別
補
助
が
減
額
さ
れ
る
。

     

主
体
的
、
全
学
的
、
持
続
的

で
あ
る
か
ど
う
か
。

　
文
科
省
に
よ
る
と
、
不
採
択
の
主
な

理
由
は
、①
実
現
可
能
性
が
低
い
、②
持

続
性
が
な
い
、③
全
学
的
な
価
値
を
高

め
る
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
、④
計
画
か
ら

評
価
に
至
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
具

体
性
が
乏
し
い
と
言
う
。
元
々
補
助
金

は
大
学
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
「
補

助
」
す
る
も
の
。
採
択
さ
れ
な
い
場
合

ど
う
形
を
変
え
て
取
り
組
む
か
も
考

え
、
再
挑
戦
を
。「
そ
の
施
策
を
学
内

に
ど
う
内
在
化
し
て
、
大
学
固
有
の
財

産
に
し
て
い
く
か
。
そ
れ
が
で
き
な
い

事
業
に
は
補
助
金
は
つ
き
ま
せ
ん
」（
助

成
課
児
玉
氏
）。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た

う
え
で
コ
ツ
を
挙
げ
る
。

　
情
報
収
集
と
分
析
。
補
助
金
の
要
件

は
国
の
政
策
動
向
に
左
右
さ
れ
る
。
社

会
情
勢
と
中
教
審
や
教
育
再
生
実
行
会

議
、
内
閣
府
の
関
連
会
議
等
で
議
論
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
分
析
し
、
自
学
で
取

り
組
む
べ
き
も
の
が
あ
れ
ば
先
ん
じ
て

取
り
組
も
う
。

　
今
年
度
で
あ
れ
ば
「
連
携
」
が
ポ
イ

ン
ト
だ
。
例
え
ば
新
設
の
改
革
総
合
支

援
事
業
タ
イ
プ
５
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
形
成
」
で
は
、
連
携
先
の
自
治
体

に
は
総
務
省
か
ら
も
補
助
金
が
出
る
、

〝
省
庁
間
連
携
〞
の
補
助
金
も
あ
る
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
。
そ
れ
に
よ
り
何

を
め
ざ
す
の
か
？ 

計
画
書
に
は
、目
的
、

め
ざ
す
成
果
、
検
証
方
法
、
全
学
へ
の

波
及
期
待
効
果
な
ど
を
盛
り
込
も
う
。

　
全
学
的
な
協
力
体
制
。
今
や
経
常
費

補
助
に
お
い
て
も
質
保
証
の
指
標
が

あ
る
。で
あ
れ
ば
財
務
部
だ
け
で
な
く
、

教
務
と
の
連
携
は
必
須
だ
。
職
員
組
織

を
大
幅
に
見
直
す
べ
き
だ
ろ
う
。
申
請

業
務
は
政
策
の
読
み
解
き
や
全
学
の

情
報
収
集
が
必
要
な
た
め
、Ｓ
Ｄ
と
し

て
若
手
職
員
に
担
当
さ
せ
る
大
学
も

あ
る
。

　
明
確
な
根
拠
を
提
示
す
る
。
申
請
時

や
採
択
後
の
検
査
時
に
は
必
ず
根
拠
資

料
が
求
め
ら
れ
る
。
実
態
に
則
し
た
申

請
と
資
料
の
作
成
・
保
管
は
確
実
に
。

　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
構
築
。
ど
ん

な
成
果
を
想
定
し
何
で
測
る
か
？ 

感

覚
で
は
な
く
、
客
観
的
な
数
値
で
測
る

こ
と
が
重
要
。Ｉ
Ｒ
の
出
番
だ
ろ
う
。

     

有
効
活
用
す
る
た
め
に
学
内

外
の
広
報
を
。

　
当
た
り
前
だ
が
補
助
金
事
業
の
狙
い

に
合
っ
た
活
用
が
求
め
ら
れ
る
。
例
え

ば
「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業
」。「
研
究
」
に
よ
る
全
学
的
な
特

色
を
大
き
く
打
ち
出
す
こ
と
が
趣
旨
な

の
に
、
研
究
費
だ
け
に
使
っ
て
な
い
だ

ろ
う
か
？ 

広
報
側
も
大
学
の
特
色
化
に

つ
な
が
る
学
内
の
広
報
素
材
を
拾
っ
て

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
戦
略
的
に
広
報

し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？ 

教
員
任
せ
で
は

な
く
、
事
業
全
体
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
職
員
も
必
要
だ
。

　
補
助
金
の
財
源
は
税
金
。
そ
の
使
途

を
明
ら
か
に
し
て
、
高
等
教
育
へ
の
支

援
が
社
会
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る
こ
と

を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
も
重
要
だ
。

     

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ぶ
か
、
選

ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
に
ど
う
取
り
組
む

か
で
、
特
色
は
打
ち
出
せ
る
。

　
補
助
金
が
事
業
ご
と
に
メ
ニ
ュ
ー
化

さ
れ
て
い
る
の
は
、
文
科
省
に
よ
る
と

各
大
学
が
特
色
に
見
合
っ
た
も
の
を
申

請
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
。
し
た

が
っ
て
、
ど
の
補
助
金
を
狙
う
の
か
の

検
討
自
体
が
、特
色
化
の
推
進
に
な
る
。

　
実
際
例
え
ば
Ａ
Ｐ
事
業
で
は
、「
テ
ー

マ
Ⅰ・Ⅱ
複
合
型
で
は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
を
基
軸
に
す
る
関
東
の
大
学
、Ｉ

Ｒ
を
活
用
す
る
関
西
の
大
学
と
、
地
域

ご
と
の
特
色
が
、
ま
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
で
も
、
正
面
か
ら
取
り
組

む
大
学
も
あ
れ
ば
、
指
標
を
開
発
し
て

全
学
を
巻
き
込
む
大
学
も
あ
り
、
工
夫

の
豊
か
さ
に
う
な
ら
さ
れ
ま
し
た
」（
文

科
省
大
学
改
革
推
進
室
河
本
氏
）。

     

補
助
期
間
が
終
わ
っ
て
も
大

学
と
し
て
継
続
し
た
い
取
り
組
み

か
、
見
極
め
を
。

　
補
助
金
が
あ
る
か
ら
改
革
に
取
り
組

む
の
で
は
な
く
、
や
り
た
い
こ
と
が
あ

る
か
ら
そ
れ
に
補
助
金
を
使
お
う
と
い

う
発
想
を
。「
将
来
の
お
金
を
取
る
た

め
、
今
、
改
革
を
す
る
。
今
求
め
ら
れ

て
い
る
『
質
保
証
』
と
は
、
そ
う
い
う

側
面
も
あ
り
ま
す
。
各
大
学
だ
け
で
な

く
高
等
教
育
そ
の
も
の
に
社
会
か
ら
お

金
を
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
に
も
つ
な
が

る
ん
で
す
」（
前
出
の
河
本
氏
）。

　
そ
の
う
え
で
、
交
付
期
間
終
了
後
の

継
続
方
法
を
あ
ら
か
じ
め
デ
ザ
イ
ン
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。「
交
付
期
間
中

に
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に
、
効
果
の
高

い
内
容
に
絞
っ
て
継
続
す
る
」「
一
部

の
学
部
の
み
で
実
施
し
て
い
た
取
り

組
み
を
他
学
部
で
も
実
施
し
て
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
出
し
、
全
学
的
な
予
算

を
獲
得
す
る
」
な
ど
の
展
開
が
考
え
ら

れ
る
。

　
社
会
に
、
地
域
に
役
立
つ
こ
と
な
ら

や
り
続
け
る
必
然
性
が
出
る
し
、
成
果

を
う
ま
く
広
報
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

大
学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
も
な
る
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
に
対
し
て
、
新
た

に
資
金
を
投
資
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が

出
て
く
る
こ
と
も
期
待
で
き
よ
う
。

     

ま
ず
危
機
感
の
共
有
を
。

　
何
よ
り
「
変
わ
ら
な
け
れ
ば
」
と
い

う
危
機
意
識
を
現
場
と
共
有
す
る
こ

と
。
改
革
の
必
然
性
が
な
け
れ
ば
人
は

動
か
な
い
。
次
に
改
革
遂
行
と
補
助
金

獲
得
に
向
け
た
意
思
を
ト
ッ
プ
が
表
明

し
た
う
え
で
、
例
え
ば
10
年
後
の
経
営

を
担
う
30
〜
40
代
の
教
職
員
で
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
取
り

組
み
方
針
を
執
行
部
と
検
討
す
る
。

日
々
の
仕
事
が
大
学
経
営
に
直
結
し

て
い
る
と
い
う
実
感
を
持
た
せ
る
こ
と

が
狙
い
だ
。

　
ま
た
、
補
助
金
業
務
を
、
申
請
書
を

作
成
す
る
だ
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
仕
事
だ

と
誤
解
し
て
い
る
教
職
員
が
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
な
ぜ
そ
の
改
革
を
行
い
、

そ
の
補
助
金
が
ど
ん
な
役
割
を
果
た
す

の
か
、
そ
の
た
め
に
ど
ん
な
業
務
が
必

要
な
の
か
、
補
助
金
業
務
へ
の
理
解
を

共
有
す
る
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
意
識
の
共
有
に
期
待
し

て
、
文
科
省
は
意
図
的
に
全
学
的
な
取

り
組
み
を
申
請
条
件
と
し
て
い
る
よ
う

だ
。「
中
で
学
部
が
分
か
れ
て
い
よ
う

と
も
、
外
か
ら
見
た
ら
大
学
は
１
つ
の

組
織
体
。
建
学
の
精
神
も
１
つ
だ
け
で

す
。
あ
え
て
一
組
織
と
し
て
の
意
思
決

定
を
求
め
て
い
ま
す
」（
前
出
の
児
玉

氏
）。

     

改
革
意
思
を
共
有
し
や
す
い

小
規
模
大
学
は
む
し
ろ
有
利
。

　
小
規
模
大
学
に
は
一
つ
に
ま
と
ま
り

や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
文

科
省
が
全
学
的
な
取
り
組
み
を
求
め
て

い
る
状
況
下
で
は
、
む
し
ろ
補
助
金
を

獲
得
し
や
す
い
環
境
だ
と
言
え
る
。
実

際
、Ａ
Ｐ
事
業
で
は
選
定
校
の
半
分
以
上

が
小
規
模
大
だ
【
図
表
６
、
７
】。
他
の

補
助
金
事
業
で
も
、
学
生
の
た
め
に
全

学
を
挙
げ
て
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ

と
を
、
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

     

先
行
大
学
に
学
ぼ
う
。

　
補
助
金
を
獲
得
し
た
大
学
は
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
等
を
開
き
成
果
の
共
有
を
行

う
こ
と
が
多
々
あ
る
。
例
え
ば
Ａ
Ｐ
事

業
で
は
、
取
り
組
み
の
普
及
を
幹
事
校

制
度
と
い
う
形
で
制
度
化
し
て
い
る

【
図
表
８
】。
テ
ー
マ
ご
と
に
成
果
や
課

題
を
共
有
す
る
催
し
や

　＊1
ウ
ェ
ブ
上
で

の
情
報
発
信
を
行
っ
て
お
り
、
多
く
は

採
択
校
以
外
の
参
加
、
閲
覧
を
歓
迎
し

て
い
る
。
改
革
総
合
支
援
事
業
の
参
考

に
す
る
た
め
に
、
活
動
報
告
会
に
多
数

の
教
職
員
を
派
遣
し
、
質
問
攻
め
に
し

た
大
学
も
あ
る
。
見
習
い
た
い
。

Q
&
A

【図表3】私立大学等経常費補助金スケジュール（２０１８年度分に関わるもの）

私学
事業団

大学

説明会

選定による
補助金の
選定結果
通知

実績
報告書
提出

補助金額の
確定通知

2018年度 2019年度

6月 7月 … …11月 5月 …12月 3月1月 6月 8月 9月

各種調査票作成・申請提出

会計検査院による実地検査（20～30大学）※

特集●お金から考える大学改革 補助金

Q
そ
も
そ
も
補
助
金
制
度

と
は
何
の
た
め
？

Q
補
助
金
の
制
度
が
複
雑

で
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

Q
補
助
金
交
付
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

Q
私
学
助
成
金
の
交
付
額

は
ど
の
よ
う
に
決
ま
る
？

一次
交付

最終
交付

過大
交付分
返還

【図表1】国等から大学に交付される主な資金 

【図表2】私立大学等経常費補助金の詳細   

一般補助
（2697億円）

私立大学等経営強化集中支援事業

実施している取り組みを
点数化、加算される

経
常
費
の
補
助
と
し
て
交
付

制
度
が
複
雑

申
請
の
コ
ツ
っ
て
？

ル
ー
ル
の
変
更
点
は

A

A

A

A

金額算定ポイント

国立大学

公立大学

私立大学

運営費交付金

地方交付税

私立大学等経常費補助金

科学研究費補助
（対象：研究者）

大学教育再生戦略推進費（政策課題に特化した誘導型の補助金）
▶大学教育再生加速プログラム（ＡＰ）  ▶地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）
▶スーパーグローバル大学創成支援事業　etc.

競争的資金 対象 基盤的資金

種類
（2018年度予算） 補助対象 項目詳細  ※赤字は選定によるもの

交付の
され方

特別補助
（457億円）

毎年発生する経常的な経費

Ⅶ 東日本大震災からの
　 復興支援

Ⅰ成長力強化に貢献する
　質の高い教育

Ⅱ 社会人の組織的な受入れ

Ⅲ 大学等の国際交流の
　 基盤整備

Ⅳ 大学院等の機能の高度化

Ⅴ 経営強化支援

Ⅵ 授業料減免及び学生の
　 経済的支援体制の充実

給与／退職金掛け金／教材研究用の消耗品／
研究旅費／認証評価経費等

地方貢献／医学部入学定員増員／復興支援

改革総合支援事業タイプ１【教育の質的転換】

正規学生／多様な形態／受け入れ環境整備

改革総合支援事業タイプ５【プラットフォーム形成】

改革総合支援事業タイプ３
【他大学等との広域・分野連携】

改革総合支援事業タイプ２【産業界との連携】

基本は
教職員・学生等の員数×各単価
※PD（特別研究員）数や
　障害のある学生数、
　ICT活用条件により加算
※定員充足率等の教育条件、
　財務状況、情報公開等の状況に
　より増減率決定

海外学生・教員受け入れ／
学生・教員海外派遣／環境の国際化

改革総合支援事業タイプ４【グローバル化】

研究の充実／研究施設運営／共同研究／
専門職大学院／法科大学院／短大・高専の教育研究

授業料減免事業／卓越した学生授業料減免／
特色ある経済支援方策

授業料減免事業／
被災地私立大学等復興特別補助

私立大学研究ブランディング事業

※赤字の事業は選定によるもの。
　選定されないと交付されない
※４つの条件に該当する継続的な
　定員未充足の大学については
　減額される
　（４つの条件はP.14【図表５】参照）

取材・文／児山雄介、本間学（P.19）　撮影／亀井宏昭＊私学事業団資料を基に作成

＊文部科学省資料を基に作成

※過去５年分についての検査。時期や校数はここ数年の例
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教育の質に関る
客観的指標（イメージ）

●履修系統図またはナンバリングの実施
●アセスメントポリシーの整備
●ＧＰＡ制度の導入、活用
●履修科目登録単位数の上限設定
●準備学習に必要な時間等のシラバスへの明記
●シラバス記載内容の第三者チェックの実施
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文部科学省  高等教育局視学官
（併）私学部私学助成課長補佐・専門官

児玉大輔
こだまだいすけ●1999年入省後、
官房総務課、生涯学習政策局、高等
教育局、初等中等教育局での勤務を
経験して2009年より埼玉県教育局に
出向、義務教育指導課長などを歴任。
その後、高等教育局勤務を経て2014
年９月から在インド日本大使館に教育
担当官として勤務し、同４月より現職。

補
助
金
に
よ
る
政
策
誘
導
に
従
っ
て
い
て
は

私
立
大
学
の
特
色
が
な
く
な
ら
な
い
か
？

文科省［私学助成課］に聞く！

全学的チェック体制

カリキュラムマネジメント体制

●学生の学修時間・学修行動の把握
●学生の学修成果の把握
●学生による授業評価結果の活用

学生の学び保証体制

     

行
政
に
よ
る
資
金
助
成
。
全

学
で
取
り
組
む
べ
き
改
革
案
件
。

　
補
助
金
と
は
「
企
業
・
団
体
・
個
人

が
公
共
的
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

行
政
が
助
成
す
る
資
金
」
だ
。
自
学
が

や
り
た
い
こ
と
を
し
や
す
く
し
た
り
、

か
か
る
経
費
の
学
生
負
担
を
軽
減
し
た

り
す
る
た
め
、
上
手
に
活
用
し
た
い
お

金
で
あ
る
。

　
し
か
し
、補
助
金
は
あ
く
ま
で
も「
補

助
」。
全
資
金
は
交
付
さ
れ
な
い
。
さ

ら
に
近
年
は
、
国
の
方
針
（
機
能
強
化

や
質
保
証
、
そ
れ
に
伴
う
大
学
改
革
）

へ
の
取
り
組
み
が
交
付
条
件
と
な
っ
て

い
る
。「
文
科
省
は
、
大
学
改
革
と
は
、

各
教
職
員
の
日
常
業
務
を
変
え
る
こ
と

だ
と
気
づ
き
、『
○
○
を
し
て
い
る
か
？

＝
○
点
』
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
を
案

件
化
し
た
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
大
学
人

の
声
も
。
今
や
補
助
金
は
、
補
助
金
担

当
部
署
だ
け
の
業
務
で
は
な
く
、
全
学

的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
て
取
り
組
む

べ
き
改
革
そ
の
も
の
と
言
え
る
。

     

私
立
大
学
は
「
一
般
補
助
」

と
「
特
別
補
助
」
の
２
階
建
て
。

　
設
置
区
分
に
よ
り
、
国
等
か
ら
交
付

さ
れ
る
資
金
の
種
類
は
異
な
る
【
図
表

1
】。
こ
の
う
ち
複
雑
な
「
私
立
大
学

等
経
常
費
補
助
金
（
以
下
、
経
常
費
補

助
金
）」
を
【
図
表
２
】
に
ま
と
め
た
。

こ
れ
は
私
立
大
学
が
教
育
研
究
機
関
と

し
て
運
営
す
る
の
に
必
要
な
費
用
に
対

す
る
補
助
金
だ
。
私
学
事
業
団
経
由
で

学
校
法
人
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
。

　
基
本
の
補
助
金
は
一
般
補
助
。
教
職

員
給
与
や
退
職
金
掛
け
金
、
教
材
研
究

用
の
消
耗
品
や
研
究
旅
費
等
へ
の
補
助

の
た
め
、
大
学
の
規
模
に
よ
り
ベ
ー
ス

の
金
額
が
決
ま
る
。他
方
特
別
補
助
は
、

国
が
誘
導
し
た
い
施
策
が
メ
ニ
ュ
ー
化

さ
れ
、
そ
の
取
り
組
み
度
合
い
を
点
数

化
、
一
般
補
助
の
増
額
分
と
し
て
加
算

さ
れ
る
。
そ
の
一
部
は
改
革
総
合
支
援

事
業
等
、
選
定
さ
れ
た
大
学
の
み
に
交

付
さ
れ
る
お
金
だ
。
一
般
補
助
に
つ
い

て
も
昨
今
は
定
員
管
理
な
ど
教
育
の
質

保
証
に
つ
い
て
の
指
標
が
導
入
さ
れ
、

金
額
に
影
響
す
る
。

　
こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
以
外
に
も
多
様

な
補
助
金
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
補
助

金
の
種
類
の
多
さ
は
、
文
科
省
に
よ
る

と
「
メ
ニ
ュ
ー
の
多
さ
は
各
大
学
の
特

色
に
合
っ
た
改
革
を
選
び
や
す
く
す
る

た
め
」。
ど
れ
を
獲
る
か
議
論
す
る
こ

と
が
特
色
化
の
第
一
歩
と
言
え
よ
う
。

     

交
付
は
「
終
わ
り
」
で
は
な

く
「
始
ま
り
」。

　
こ
こ
で
は
私
学
助
成
の
流
れ
を
簡
単

に
紹
介
す
る
。【
図
表
３
】
に
ま
と
め

た
よ
う
に
、
当
該
年
度
の
第
３
四
半
期

ま
で
に
各
部
署
の
協
力
を
得
な
が
ら
20

種
類
以
上
も
の
各
種
調
査
票
を
作
成
し

申
請
し
て
よ
う
や
く
交
付
さ
れ
る
が
、

そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
翌
年
は
実

績
の
報
告
を
求
め
ら
れ
る
。
一
部
の
大

学
に
は
会
計
検
査
院
の
実
地
検
査
も
入

る
。
そ
の
結
果
、
過
大
交
付
と
認
定
さ

れ
た
場
合
は
、
国
庫
に
そ
の
分
返
還
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

     

一
般
補
助
は
員
数
×
単
価
が

基
本
。
増
減
率
と
不
交
付
条
件

に
は
注
意
。

　
交
付
額
の
計
算
法
を
P.
14
【
図
表

４
】
に
ま
と
め
た
。
注
目
し
た
い
の
は

一
般
補
助
の
「
増
減
率
」
だ
。
国
が
大

学
に
求
め
る
基
本
的
な
要
件
が
項
目
化

さ
れ
て
お
り
、
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば

一
定
の
割
合
で
減
額
、
最
大
で
99
％
減

額
も
あ
り
得
る
（
一
部
、
満
た
し
て
い

れ
ば
増
額
さ
れ
る
項
目
も
あ
る
）。
そ

れ
と
は
別
に
、
定
員
の
大
幅
超
過
な
ど
、

そ
れ
だ
け
で
不
交
付
が
確
定
す
る
条
件

も
。過
去
に
定
員
超
過
で
不
交
付
と
な
っ

た
あ
る
大
学
は
、
膨
大
な
申
請
業
務
か

ら
は
開
放
さ
れ
た
も
の
の
、
結
果
的
に

例
年
に
比
べ
て
改
革
が
進
ま
ず
、
補
助

金
の
意
義
を
考
え
直
し
た
と
い
う
。

　
他
方
特
別
補
助
は
、
国
が
指
定
し
た

教
育
研
究
や
経
営
に
つ
い
て
の
実
施
項

目
の
取
り
組
み
度
合
い
が
点
数
化
さ

れ
、
加
算
金
額
が
決
ま
る
。
私
学
事
業

団
に
よ
る
と
特
別
補
助
獲
得
の
ポ
イ
ン

ト
は
、①
そ
の
補
助
項
目
の
趣
旨
に

あ
っ
て
い
る
か
、②
全
学
的
、
組
織
的

か
、③
先
の
①
②
を
証
明
で
き
る
根
拠

資
料
が
あ
る
か
だ
と
言
う
。

　
な
お
、
会
計
検
査
院
の
実
地
検
査
が

入
っ
た
場
合
、
不
当
事
項
が
指
摘
さ
れ

る
と
返
還
と
改
善
策
を
提
出
す
る
必
要

も
。
学
内
へ
の
補
助
金
制
度
へ
の
理
解

促
進
と
意
識
づ
け
、
根
拠
資
料
の
作
成

保
管
等
、
協
力
体
制
を
築
こ
う
。

     

「
教
育
の
質
に
関
す
る
こ
と
」

が
よ
り
厳
し
く
問
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。【
図
表
５
】

　
全
体
と
し
て
は
、
教
育
の
質
保
証
が

「
全
学
的
」
か
つ
「
継
続
的
」
に
行
わ

れ
て
い
る
か
を
よ
り
強
く
問
う
方
向
に

シ
フ
ト
し
て
お
り
、
教
育
改
革
や
定
員

割
れ
に
つ
い
て
対
応
し
な
い
大
学
に
対

し
て
は
大
幅
な
減
額
が
行
わ
れ
る
。
特

別
補
助
や
各
種
事
業
な
ど
意
欲
的
な
取

り
組
み
に
対
す
る
上
乗
せ
に
つ
い
て

は
、
年
々
取
り
組
み
レ
ベ
ル
が
上
が
っ

て
お
り
、不
断
の
改
革
が
求
め
ら
れ
る
。

　【
図
表
５
】
を
見
て
も
ら
い
た
い
。

ま
ず
「
不
交
付
」
に
つ
い
て
は
定
員
管

理
が
強
化
さ
れ
た
。
定
員
管
理
の
難
し

さ
は
今
年
度
入
試
結
果
に
表
れ
て
い
る

も
の
の
、
文
科
省
と
し
て
は
「
定
員
管

理
は
質
保
証
」
と
い
う
観
点
か
ら
必
要

と
す
る
考
え
だ
。「
増
減
率
」
で
は
教

育
の
質
に
か
か
わ
る
客
観
的
指
標
に
よ

る
増
減
の
強
化
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
「
改
革
総
合
支
援
事
業
タ
イ
プ

１
」
で
多
く
の
大
学
で
実
施
済
み
と
回

答
し
て
お
り
、
教
育
の
質
に
関
わ
る
基

本
的
な
取
り
組
み
と
見
な
さ
れ
た
項
目

が
一
般
補
助
の
指
標
へ
と
ス
ラ
イ
ド
さ

れ
た
も
の
だ
。
そ
の
か
わ
り
同
タ
イ
プ

の
調
査
項
目
は
、
教
育
の
質
「
向
上
」

の
取
り
組
み
に
変
更
さ
れ
る
。

　
財
務
諸
表
の
公
表
状
況
の
減
額
率
の

強
化
は
、
社
会
へ
の
積
極
的
な
情
報
公

開
を
求
め
て
の
こ
と
か
ら
。
ま
た
、
継

続
的
に
定
員
が
未
充
足
の
大
学
の
う

ち
、
在
籍
学
生
数
が
収
容
定
員
の
75
％

未
満
な
ど
、
４
つ
の
条
件
に
該
当
す
る

と
特
別
補
助
が
減
額
さ
れ
る
。

     

主
体
的
、
全
学
的
、
持
続
的

で
あ
る
か
ど
う
か
。

　
文
科
省
に
よ
る
と
、
不
採
択
の
主
な

理
由
は
、①
実
現
可
能
性
が
低
い
、②
持

続
性
が
な
い
、③
全
学
的
な
価
値
を
高

め
る
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
、④
計
画
か
ら

評
価
に
至
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
具

体
性
が
乏
し
い
と
言
う
。
元
々
補
助
金

は
大
学
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
「
補

助
」
す
る
も
の
。
採
択
さ
れ
な
い
場
合

ど
う
形
を
変
え
て
取
り
組
む
か
も
考

え
、
再
挑
戦
を
。「
そ
の
施
策
を
学
内

に
ど
う
内
在
化
し
て
、
大
学
固
有
の
財

産
に
し
て
い
く
か
。
そ
れ
が
で
き
な
い

事
業
に
は
補
助
金
は
つ
き
ま
せ
ん
」（
助

成
課
児
玉
氏
）。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た

う
え
で
コ
ツ
を
挙
げ
る
。

　
情
報
収
集
と
分
析
。
補
助
金
の
要
件

は
国
の
政
策
動
向
に
左
右
さ
れ
る
。
社

会
情
勢
と
中
教
審
や
教
育
再
生
実
行
会

議
、
内
閣
府
の
関
連
会
議
等
で
議
論
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
分
析
し
、
自
学
で
取

り
組
む
べ
き
も
の
が
あ
れ
ば
先
ん
じ
て

取
り
組
も
う
。

　
今
年
度
で
あ
れ
ば
「
連
携
」
が
ポ
イ

ン
ト
だ
。
例
え
ば
新
設
の
改
革
総
合
支

援
事
業
タ
イ
プ
５
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
形
成
」
で
は
、
連
携
先
の
自
治
体

に
は
総
務
省
か
ら
も
補
助
金
が
出
る
、

〝
省
庁
間
連
携
〞
の
補
助
金
も
あ
る
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
。
そ
れ
に
よ
り
何

を
め
ざ
す
の
か
？ 

計
画
書
に
は
、目
的
、

め
ざ
す
成
果
、
検
証
方
法
、
全
学
へ
の

波
及
期
待
効
果
な
ど
を
盛
り
込
も
う
。

　
全
学
的
な
協
力
体
制
。
今
や
経
常
費

補
助
に
お
い
て
も
質
保
証
の
指
標
が

あ
る
。で
あ
れ
ば
財
務
部
だ
け
で
な
く
、

教
務
と
の
連
携
は
必
須
だ
。
職
員
組
織

を
大
幅
に
見
直
す
べ
き
だ
ろ
う
。
申
請

業
務
は
政
策
の
読
み
解
き
や
全
学
の

情
報
収
集
が
必
要
な
た
め
、Ｓ
Ｄ
と
し

て
若
手
職
員
に
担
当
さ
せ
る
大
学
も

あ
る
。

　
明
確
な
根
拠
を
提
示
す
る
。
申
請
時

や
採
択
後
の
検
査
時
に
は
必
ず
根
拠
資

料
が
求
め
ら
れ
る
。
実
態
に
則
し
た
申

請
と
資
料
の
作
成
・
保
管
は
確
実
に
。

　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
構
築
。
ど
ん

な
成
果
を
想
定
し
何
で
測
る
か
？ 

感

覚
で
は
な
く
、
客
観
的
な
数
値
で
測
る

こ
と
が
重
要
。Ｉ
Ｒ
の
出
番
だ
ろ
う
。

     

有
効
活
用
す
る
た
め
に
学
内

外
の
広
報
を
。

　
当
た
り
前
だ
が
補
助
金
事
業
の
狙
い

に
合
っ
た
活
用
が
求
め
ら
れ
る
。
例
え

ば
「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業
」。「
研
究
」
に
よ
る
全
学
的
な
特

色
を
大
き
く
打
ち
出
す
こ
と
が
趣
旨
な

の
に
、
研
究
費
だ
け
に
使
っ
て
な
い
だ

ろ
う
か
？ 

広
報
側
も
大
学
の
特
色
化
に

つ
な
が
る
学
内
の
広
報
素
材
を
拾
っ
て

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
戦
略
的
に
広
報

し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？ 

教
員
任
せ
で
は

な
く
、
事
業
全
体
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
職
員
も
必
要
だ
。

　
補
助
金
の
財
源
は
税
金
。
そ
の
使
途

を
明
ら
か
に
し
て
、
高
等
教
育
へ
の
支

援
が
社
会
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る
こ
と

を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
も
重
要
だ
。

     

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ぶ
か
、
選

ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
に
ど
う
取
り
組
む

か
で
、
特
色
は
打
ち
出
せ
る
。

　
補
助
金
が
事
業
ご
と
に
メ
ニ
ュ
ー
化

さ
れ
て
い
る
の
は
、
文
科
省
に
よ
る
と

各
大
学
が
特
色
に
見
合
っ
た
も
の
を
申

請
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
。
し
た

が
っ
て
、
ど
の
補
助
金
を
狙
う
の
か
の

検
討
自
体
が
、特
色
化
の
推
進
に
な
る
。

　
実
際
例
え
ば
Ａ
Ｐ
事
業
で
は
、「
テ
ー

マ
Ⅰ・Ⅱ
複
合
型
で
は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
を
基
軸
に
す
る
関
東
の
大
学
、Ｉ

Ｒ
を
活
用
す
る
関
西
の
大
学
と
、
地
域

ご
と
の
特
色
が
、
ま
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
で
も
、
正
面
か
ら
取
り
組

む
大
学
も
あ
れ
ば
、
指
標
を
開
発
し
て

全
学
を
巻
き
込
む
大
学
も
あ
り
、
工
夫

の
豊
か
さ
に
う
な
ら
さ
れ
ま
し
た
」（
文

科
省
大
学
改
革
推
進
室
河
本
氏
）。

     

補
助
期
間
が
終
わ
っ
て
も
大

学
と
し
て
継
続
し
た
い
取
り
組
み

か
、
見
極
め
を
。

　
補
助
金
が
あ
る
か
ら
改
革
に
取
り
組

む
の
で
は
な
く
、
や
り
た
い
こ
と
が
あ

る
か
ら
そ
れ
に
補
助
金
を
使
お
う
と
い

う
発
想
を
。「
将
来
の
お
金
を
取
る
た

め
、
今
、
改
革
を
す
る
。
今
求
め
ら
れ

て
い
る
『
質
保
証
』
と
は
、
そ
う
い
う

側
面
も
あ
り
ま
す
。
各
大
学
だ
け
で
な

く
高
等
教
育
そ
の
も
の
に
社
会
か
ら
お

金
を
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
に
も
つ
な
が

る
ん
で
す
」（
前
出
の
河
本
氏
）。

　
そ
の
う
え
で
、
交
付
期
間
終
了
後
の

継
続
方
法
を
あ
ら
か
じ
め
デ
ザ
イ
ン
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。「
交
付
期
間
中

に
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に
、
効
果
の
高

い
内
容
に
絞
っ
て
継
続
す
る
」「
一
部

の
学
部
の
み
で
実
施
し
て
い
た
取
り

組
み
を
他
学
部
で
も
実
施
し
て
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
出
し
、
全
学
的
な
予
算

を
獲
得
す
る
」
な
ど
の
展
開
が
考
え
ら

れ
る
。

　
社
会
に
、
地
域
に
役
立
つ
こ
と
な
ら

や
り
続
け
る
必
然
性
が
出
る
し
、
成
果

を
う
ま
く
広
報
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

大
学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
も
な
る
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
に
対
し
て
、
新
た

に
資
金
を
投
資
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が

出
て
く
る
こ
と
も
期
待
で
き
よ
う
。

     

ま
ず
危
機
感
の
共
有
を
。

　
何
よ
り
「
変
わ
ら
な
け
れ
ば
」
と
い

う
危
機
意
識
を
現
場
と
共
有
す
る
こ

と
。
改
革
の
必
然
性
が
な
け
れ
ば
人
は

動
か
な
い
。
次
に
改
革
遂
行
と
補
助
金

獲
得
に
向
け
た
意
思
を
ト
ッ
プ
が
表
明

し
た
う
え
で
、
例
え
ば
10
年
後
の
経
営

を
担
う
30
〜
40
代
の
教
職
員
で
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
取
り

組
み
方
針
を
執
行
部
と
検
討
す
る
。

日
々
の
仕
事
が
大
学
経
営
に
直
結
し

て
い
る
と
い
う
実
感
を
持
た
せ
る
こ
と

が
狙
い
だ
。

　
ま
た
、
補
助
金
業
務
を
、
申
請
書
を

作
成
す
る
だ
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
仕
事
だ

と
誤
解
し
て
い
る
教
職
員
が
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
な
ぜ
そ
の
改
革
を
行
い
、

そ
の
補
助
金
が
ど
ん
な
役
割
を
果
た
す

の
か
、
そ
の
た
め
に
ど
ん
な
業
務
が
必

要
な
の
か
、
補
助
金
業
務
へ
の
理
解
を

共
有
す
る
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
意
識
の
共
有
に
期
待
し

て
、
文
科
省
は
意
図
的
に
全
学
的
な
取

り
組
み
を
申
請
条
件
と
し
て
い
る
よ
う

だ
。「
中
で
学
部
が
分
か
れ
て
い
よ
う

と
も
、
外
か
ら
見
た
ら
大
学
は
１
つ
の

組
織
体
。
建
学
の
精
神
も
１
つ
だ
け
で

す
。
あ
え
て
一
組
織
と
し
て
の
意
思
決

定
を
求
め
て
い
ま
す
」（
前
出
の
児
玉

氏
）。

     

改
革
意
思
を
共
有
し
や
す
い

小
規
模
大
学
は
む
し
ろ
有
利
。

　
小
規
模
大
学
に
は
一
つ
に
ま
と
ま
り

や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
文

科
省
が
全
学
的
な
取
り
組
み
を
求
め
て

い
る
状
況
下
で
は
、
む
し
ろ
補
助
金
を

獲
得
し
や
す
い
環
境
だ
と
言
え
る
。
実

際
、Ａ
Ｐ
事
業
で
は
選
定
校
の
半
分
以
上

が
小
規
模
大
だ
【
図
表
６
、
７
】。
他
の

補
助
金
事
業
で
も
、
学
生
の
た
め
に
全

学
を
挙
げ
て
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ

と
を
、
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

     

先
行
大
学
に
学
ぼ
う
。

　
補
助
金
を
獲
得
し
た
大
学
は
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
等
を
開
き
成
果
の
共
有
を
行

う
こ
と
が
多
々
あ
る
。
例
え
ば
Ａ
Ｐ
事

業
で
は
、
取
り
組
み
の
普
及
を
幹
事
校

制
度
と
い
う
形
で
制
度
化
し
て
い
る

【
図
表
８
】。
テ
ー
マ
ご
と
に
成
果
や
課

題
を
共
有
す
る
催
し
や

　＊1
ウ
ェ
ブ
上
で

の
情
報
発
信
を
行
っ
て
お
り
、
多
く
は

採
択
校
以
外
の
参
加
、
閲
覧
を
歓
迎
し

て
い
る
。
改
革
総
合
支
援
事
業
の
参
考

に
す
る
た
め
に
、
活
動
報
告
会
に
多
数

の
教
職
員
を
派
遣
し
、
質
問
攻
め
に
し

た
大
学
も
あ
る
。
見
習
い
た
い
。

【図表4】私立大学等経常費補助金「一般補助」の計算法   

【図表5】私立大学等経常費補助金交付ルールの主な変更点   
変 更 点

不交付

増減率

減額対象

私立大学等経営強化集中支援事業の選定・配分方法 提出された「経営改革計画」と「経営改善状況」を審査・選定、評価に応じて傾斜配分

▶学生経費　▶厚生補導費 の補助金基準額 

詳 細 備 考

●申請をしていない  ●入学定員、収容定員充足率が規定の割合を超えている
●完成年度を迎えていない新設大学、学部（未完成）  ●学生募集を停止している  など

ーー「全収入のたかが１割の補助金に振り回された
くない」という私大の声をどう思われますか。
　私立大学の収入の軸となるのは学納金ですし、
補助金によって運営にひずみが出るのであれば、手
を出さないのも判断の一つだとは思います。ただ、こ
れだけメニューがありますので、自学の方針に合うも
のが一つもないということはないはずです。どれを取
るか判断する、つまり自学の特色を見定めるために
議論することは有用ではないでしょうか。
　国の役割は、大学改革に「補助線を引く」ことだと
考えています。進みやすい道をお示しする。その中に
響くものがあれば、ぜひ狙ってほしいというスタンスで
す。全部取ってほしいとは思っていませんし、それが
できる大学は限られているでしょう。一方補助金は国
として求める基準レベルを示すという意義もありま
す。その意味で採択結果は、自学がめざすレベルの
参考になるのではないでしょうか。
ーー近年の「補助線」の方向性を教えてください。
　一つは、教育の質の確保。入学定員にルールを
設けているのはその一環です。定員というのは、適正
な教育ができる学生数として大学が自ら設定したも
の。超過すれば教育の質が下がることになるわけで

すから、それは避けるべきでしょう。ほかにも質保証を
客観的に測る指標を改革総合支援の項目からスラ
イドさせるほか、新たな指標も私学事業団と共に来年
度に向けて検討中です。
　もう一つは、特色化です。高校生は偏差値だけで
大学を選ぶことでは満たされなくなっています。「うち
の大学はこの分野に強いですよ、４年間でこんな力
が付きますよ」という「売り」を示してほしい。補助金に
よって他大学や企業との連携、国際化などを後押し
しているのは、特色化を支えるためでもあります。

ーー限られた資源で特色化を成し遂げるには、どこか
をあきらめなければなりません。多くの大学にはため
らいがあるのではないでしょうか。
　どれもあきらめず全体的に衰退していくのと、「こ
こ」という部分に資源を集中させてブランドを築き、そ
の余力で他の衰退を食い止めるのと、どちらがよいで
すか、という話だと思います。建学の精神を現代的に
解釈したときにどこに力を入れるべきなのか、トップの
判断が必要です。
　中小規模の大学であれば、その大学の売りとして、
大規模大学が手を出していないニッチなテーマを設
定し、それを各学問分野で連携しながら研究していく
ことによって、そのテーマのトップランナーになり得る。
方向も定めず球を投げて「誰か拾ってください」と
言っても、誰も拾えません。具体的なテーマと対象が
あれば、「受けてください」と言いやすいし、「一緒にや
りましょう」と言う人も現れやすいでしょう。ただし特色
化以前に、まず経営の健全化を優先すべき大学もあ
ります。経営強化集中事業も３年たった今、各大学
の過去の努力の結果と今後の計画を見ていきます。

私学助成は改革の「補助線」
自学に合うものを選んでほしい

リードできる分野を見定めて
社会と手を結びやすい大学へ

Q
今
年
度
の
経
常
費
補
助

金
の
交
付
ル
ー
ル
変
更
点
は
？

不交付となる入学定員超過率
（大学全体または学部等単位）の
変更

定員未充足の学部等に
対する増減率の変更

充足率による増減率を細分化して強化
（前年度までは「階段式」に、90～87％：▲2％／86～83％：▲4％／82～79％：▲8％…
などだった）

▶まず大学全体の判定後、各学部等ごとに判
定される▶入学定員超過は次年度以降の収容
定員超過率にも影響するので、次年度の入学
者数を計画的に絞り込み調整する必要がある

▶充足率が１ポイント変わることで大幅に減額率
が変わる「階段の境目」では現状が改善される

▶2019年度以降はアウトカムと相関のある
大学のインプット事例を指標化予定

▶改革総合支援事業タイプ１の調査項目である、
（１）全学的チェック体制 （2）カリキュラムマネジメント体制 （3）学生の学び保証体制 の各項目を指標化
取り組み状況：「一部学部等」から「半数以上の学部等で実施」へ変更予定／ 
IR機能の整備とIR情報の公開を分けて問う／アセスメントポリシーの設問追加を予定

次の４つ全てに該当する大学等が対象
①在籍学生数が収容定員75％未満　②過去５年の在籍学生数／収容定員が連続して前年度割れ
③過去５年の事業活動収支差額がマイナス
④2018年度から導入の一般補助の「教育の質に係る客観的指標」による増減率がマイナス

教育の質に係る客観的
指標による増減率の導入

財務情報の公表状況に
ついての増減率の強化

既存学部学科の定員減を
伴った新設学部・学科の
減額対象補助費目

継続的な
定員未充足の大学等

員数 ×
・専任教職員数
・学生数
・教育研究費 など

＋単価
×

・年間給与
・標準経費 等

補助率 ×
原則２分の１

増減率
教育条件／
財政状況／
情報の公表

× 圧縮率
予算の状況加算措置

＝ 補助金額

・障害学生対応
・ICT対応  など

経常的経費

＊文部科学省・私学事業団資料を基に作成（2018年６月現在の情報）

不交付になる場合

特別補助
の減額

▶特別補助額に一定率を乗じて算定した額を
減額

▶選定対象校数は40～50校程度と縮小

財務情報とは、前年度の
▶収支計算書
▶貸借対照表
▶財産目録

▶事業報告書
▶監事の監査報告書

定員規模

項目数

2017年度

2018年度

５項目全て公表

0%

0%

▲3%

▲10%
▲6％

▲20%
▲9％

▲30%

▲12％

▲40%

▲15％

▲50%

４項目公表 ３項目公表 ２項目公表 １項目公表 全て非公表

4000人未満

1.3倍以上（同）充足率

＊（ ）内は
2017年度 4000人以上～8000人未満 8000人以上

1.2倍以上（1.24倍以上） 1.10倍以上（1.14倍以上）

2017年度

2018年度 ▶学生経費　▶厚生補導費　▶専任教員等給与費　▶教員経費　▶研究旅費 の補助金基準額

A

●ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、
アドミッション・ポリシーの点検・評価
●全学的な教学マネジメント体制の構築
●ＩＲ機能の整備
●教員の評価制度の設定

特集●お金から考える大学改革 補助金

＊文部科学省資料を基に作成
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文部科学省  高等教育局  大学振興課
大学改革推進室改革支援第二係長

河本達毅
かわもとたつき●東京大学大学院
教育学研究科大学経営・政策コース
修士課程修了。私立大学にてカリ
キュラム編成、履修管理、IR業務等に
従事した後、2014年度より高等教育
局大学振興課。FD・SD、３つのポリ
シー、COC+事業等を担当し、2016
年10月より現職。

ＡＰ事業の推移とテーマ別選定率

文科省［大学改革推進室］に聞く！

     

行
政
に
よ
る
資
金
助
成
。
全

学
で
取
り
組
む
べ
き
改
革
案
件
。

　
補
助
金
と
は
「
企
業
・
団
体
・
個
人

が
公
共
的
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

行
政
が
助
成
す
る
資
金
」
だ
。
自
学
が

や
り
た
い
こ
と
を
し
や
す
く
し
た
り
、

か
か
る
経
費
の
学
生
負
担
を
軽
減
し
た

り
す
る
た
め
、
上
手
に
活
用
し
た
い
お

金
で
あ
る
。

　
し
か
し
、補
助
金
は
あ
く
ま
で
も「
補

助
」。
全
資
金
は
交
付
さ
れ
な
い
。
さ

ら
に
近
年
は
、
国
の
方
針
（
機
能
強
化

や
質
保
証
、
そ
れ
に
伴
う
大
学
改
革
）

へ
の
取
り
組
み
が
交
付
条
件
と
な
っ
て

い
る
。「
文
科
省
は
、
大
学
改
革
と
は
、

各
教
職
員
の
日
常
業
務
を
変
え
る
こ
と

だ
と
気
づ
き
、『
○
○
を
し
て
い
る
か
？

＝
○
点
』
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
を
案

件
化
し
た
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
大
学
人

の
声
も
。
今
や
補
助
金
は
、
補
助
金
担

当
部
署
だ
け
の
業
務
で
は
な
く
、
全
学

的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
て
取
り
組
む

べ
き
改
革
そ
の
も
の
と
言
え
る
。

     

私
立
大
学
は
「
一
般
補
助
」

と
「
特
別
補
助
」
の
２
階
建
て
。

　
設
置
区
分
に
よ
り
、
国
等
か
ら
交
付

さ
れ
る
資
金
の
種
類
は
異
な
る
【
図
表

1
】。
こ
の
う
ち
複
雑
な
「
私
立
大
学

等
経
常
費
補
助
金
（
以
下
、
経
常
費
補

助
金
）」
を
【
図
表
２
】
に
ま
と
め
た
。

こ
れ
は
私
立
大
学
が
教
育
研
究
機
関
と

し
て
運
営
す
る
の
に
必
要
な
費
用
に
対

す
る
補
助
金
だ
。
私
学
事
業
団
経
由
で

学
校
法
人
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
。

　
基
本
の
補
助
金
は
一
般
補
助
。
教
職

員
給
与
や
退
職
金
掛
け
金
、
教
材
研
究

用
の
消
耗
品
や
研
究
旅
費
等
へ
の
補
助

の
た
め
、
大
学
の
規
模
に
よ
り
ベ
ー
ス

の
金
額
が
決
ま
る
。他
方
特
別
補
助
は
、

国
が
誘
導
し
た
い
施
策
が
メ
ニ
ュ
ー
化

さ
れ
、
そ
の
取
り
組
み
度
合
い
を
点
数

化
、
一
般
補
助
の
増
額
分
と
し
て
加
算

さ
れ
る
。
そ
の
一
部
は
改
革
総
合
支
援

事
業
等
、
選
定
さ
れ
た
大
学
の
み
に
交

付
さ
れ
る
お
金
だ
。
一
般
補
助
に
つ
い

て
も
昨
今
は
定
員
管
理
な
ど
教
育
の
質

保
証
に
つ
い
て
の
指
標
が
導
入
さ
れ
、

金
額
に
影
響
す
る
。

　
こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
以
外
に
も
多
様

な
補
助
金
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
補
助

金
の
種
類
の
多
さ
は
、
文
科
省
に
よ
る

と
「
メ
ニ
ュ
ー
の
多
さ
は
各
大
学
の
特

色
に
合
っ
た
改
革
を
選
び
や
す
く
す
る

た
め
」。
ど
れ
を
獲
る
か
議
論
す
る
こ

と
が
特
色
化
の
第
一
歩
と
言
え
よ
う
。

     

交
付
は
「
終
わ
り
」
で
は
な

く
「
始
ま
り
」。

　
こ
こ
で
は
私
学
助
成
の
流
れ
を
簡
単

に
紹
介
す
る
。【
図
表
３
】
に
ま
と
め

た
よ
う
に
、
当
該
年
度
の
第
３
四
半
期

ま
で
に
各
部
署
の
協
力
を
得
な
が
ら
20

種
類
以
上
も
の
各
種
調
査
票
を
作
成
し

申
請
し
て
よ
う
や
く
交
付
さ
れ
る
が
、

そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
翌
年
は
実

績
の
報
告
を
求
め
ら
れ
る
。
一
部
の
大

学
に
は
会
計
検
査
院
の
実
地
検
査
も
入

る
。
そ
の
結
果
、
過
大
交
付
と
認
定
さ

れ
た
場
合
は
、
国
庫
に
そ
の
分
返
還
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

     

一
般
補
助
は
員
数
×
単
価
が

基
本
。
増
減
率
と
不
交
付
条
件

に
は
注
意
。

　
交
付
額
の
計
算
法
を
P.
14
【
図
表

４
】
に
ま
と
め
た
。
注
目
し
た
い
の
は

一
般
補
助
の
「
増
減
率
」
だ
。
国
が
大

学
に
求
め
る
基
本
的
な
要
件
が
項
目
化

さ
れ
て
お
り
、
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば

一
定
の
割
合
で
減
額
、
最
大
で
99
％
減

額
も
あ
り
得
る
（
一
部
、
満
た
し
て
い

れ
ば
増
額
さ
れ
る
項
目
も
あ
る
）。
そ

れ
と
は
別
に
、
定
員
の
大
幅
超
過
な
ど
、

そ
れ
だ
け
で
不
交
付
が
確
定
す
る
条
件

も
。過
去
に
定
員
超
過
で
不
交
付
と
な
っ

た
あ
る
大
学
は
、
膨
大
な
申
請
業
務
か

ら
は
開
放
さ
れ
た
も
の
の
、
結
果
的
に

例
年
に
比
べ
て
改
革
が
進
ま
ず
、
補
助

金
の
意
義
を
考
え
直
し
た
と
い
う
。

　
他
方
特
別
補
助
は
、
国
が
指
定
し
た

教
育
研
究
や
経
営
に
つ
い
て
の
実
施
項

目
の
取
り
組
み
度
合
い
が
点
数
化
さ

れ
、
加
算
金
額
が
決
ま
る
。
私
学
事
業

団
に
よ
る
と
特
別
補
助
獲
得
の
ポ
イ
ン

ト
は
、①
そ
の
補
助
項
目
の
趣
旨
に

あ
っ
て
い
る
か
、②
全
学
的
、
組
織
的

か
、③
先
の
①
②
を
証
明
で
き
る
根
拠

資
料
が
あ
る
か
だ
と
言
う
。

　
な
お
、
会
計
検
査
院
の
実
地
検
査
が

入
っ
た
場
合
、
不
当
事
項
が
指
摘
さ
れ

る
と
返
還
と
改
善
策
を
提
出
す
る
必
要

も
。
学
内
へ
の
補
助
金
制
度
へ
の
理
解

促
進
と
意
識
づ
け
、
根
拠
資
料
の
作
成

保
管
等
、
協
力
体
制
を
築
こ
う
。

     

「
教
育
の
質
に
関
す
る
こ
と
」

が
よ
り
厳
し
く
問
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。【
図
表
５
】

　
全
体
と
し
て
は
、
教
育
の
質
保
証
が

「
全
学
的
」
か
つ
「
継
続
的
」
に
行
わ

れ
て
い
る
か
を
よ
り
強
く
問
う
方
向
に

シ
フ
ト
し
て
お
り
、
教
育
改
革
や
定
員

割
れ
に
つ
い
て
対
応
し
な
い
大
学
に
対

し
て
は
大
幅
な
減
額
が
行
わ
れ
る
。
特

別
補
助
や
各
種
事
業
な
ど
意
欲
的
な
取

り
組
み
に
対
す
る
上
乗
せ
に
つ
い
て

は
、
年
々
取
り
組
み
レ
ベ
ル
が
上
が
っ

て
お
り
、不
断
の
改
革
が
求
め
ら
れ
る
。

　【
図
表
５
】
を
見
て
も
ら
い
た
い
。

ま
ず
「
不
交
付
」
に
つ
い
て
は
定
員
管

理
が
強
化
さ
れ
た
。
定
員
管
理
の
難
し

さ
は
今
年
度
入
試
結
果
に
表
れ
て
い
る

も
の
の
、
文
科
省
と
し
て
は
「
定
員
管

理
は
質
保
証
」
と
い
う
観
点
か
ら
必
要

と
す
る
考
え
だ
。「
増
減
率
」
で
は
教

育
の
質
に
か
か
わ
る
客
観
的
指
標
に
よ

る
増
減
の
強
化
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
「
改
革
総
合
支
援
事
業
タ
イ
プ

１
」
で
多
く
の
大
学
で
実
施
済
み
と
回

答
し
て
お
り
、
教
育
の
質
に
関
わ
る
基

本
的
な
取
り
組
み
と
見
な
さ
れ
た
項
目

が
一
般
補
助
の
指
標
へ
と
ス
ラ
イ
ド
さ

れ
た
も
の
だ
。
そ
の
か
わ
り
同
タ
イ
プ

の
調
査
項
目
は
、
教
育
の
質
「
向
上
」

の
取
り
組
み
に
変
更
さ
れ
る
。

　
財
務
諸
表
の
公
表
状
況
の
減
額
率
の

強
化
は
、
社
会
へ
の
積
極
的
な
情
報
公

開
を
求
め
て
の
こ
と
か
ら
。
ま
た
、
継

続
的
に
定
員
が
未
充
足
の
大
学
の
う

ち
、
在
籍
学
生
数
が
収
容
定
員
の
75
％

未
満
な
ど
、
４
つ
の
条
件
に
該
当
す
る

と
特
別
補
助
が
減
額
さ
れ
る
。

     

主
体
的
、
全
学
的
、
持
続
的

で
あ
る
か
ど
う
か
。

　
文
科
省
に
よ
る
と
、
不
採
択
の
主
な

理
由
は
、①
実
現
可
能
性
が
低
い
、②
持

続
性
が
な
い
、③
全
学
的
な
価
値
を
高

め
る
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
、④
計
画
か
ら

評
価
に
至
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
具

体
性
が
乏
し
い
と
言
う
。
元
々
補
助
金

は
大
学
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
「
補

助
」
す
る
も
の
。
採
択
さ
れ
な
い
場
合

ど
う
形
を
変
え
て
取
り
組
む
か
も
考

え
、
再
挑
戦
を
。「
そ
の
施
策
を
学
内

に
ど
う
内
在
化
し
て
、
大
学
固
有
の
財

産
に
し
て
い
く
か
。
そ
れ
が
で
き
な
い

事
業
に
は
補
助
金
は
つ
き
ま
せ
ん
」（
助

成
課
児
玉
氏
）。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た

う
え
で
コ
ツ
を
挙
げ
る
。

　
情
報
収
集
と
分
析
。
補
助
金
の
要
件

は
国
の
政
策
動
向
に
左
右
さ
れ
る
。
社

会
情
勢
と
中
教
審
や
教
育
再
生
実
行
会

議
、
内
閣
府
の
関
連
会
議
等
で
議
論
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
分
析
し
、
自
学
で
取

り
組
む
べ
き
も
の
が
あ
れ
ば
先
ん
じ
て

取
り
組
も
う
。

　
今
年
度
で
あ
れ
ば
「
連
携
」
が
ポ
イ

ン
ト
だ
。
例
え
ば
新
設
の
改
革
総
合
支

援
事
業
タ
イ
プ
５
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
形
成
」
で
は
、
連
携
先
の
自
治
体

に
は
総
務
省
か
ら
も
補
助
金
が
出
る
、

〝
省
庁
間
連
携
〞
の
補
助
金
も
あ
る
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
。
そ
れ
に
よ
り
何

を
め
ざ
す
の
か
？ 

計
画
書
に
は
、目
的
、

め
ざ
す
成
果
、
検
証
方
法
、
全
学
へ
の

波
及
期
待
効
果
な
ど
を
盛
り
込
も
う
。

　
全
学
的
な
協
力
体
制
。
今
や
経
常
費

補
助
に
お
い
て
も
質
保
証
の
指
標
が

あ
る
。で
あ
れ
ば
財
務
部
だ
け
で
な
く
、

教
務
と
の
連
携
は
必
須
だ
。
職
員
組
織

を
大
幅
に
見
直
す
べ
き
だ
ろ
う
。
申
請

業
務
は
政
策
の
読
み
解
き
や
全
学
の

情
報
収
集
が
必
要
な
た
め
、Ｓ
Ｄ
と
し

て
若
手
職
員
に
担
当
さ
せ
る
大
学
も

あ
る
。

　
明
確
な
根
拠
を
提
示
す
る
。
申
請
時

や
採
択
後
の
検
査
時
に
は
必
ず
根
拠
資

料
が
求
め
ら
れ
る
。
実
態
に
則
し
た
申

請
と
資
料
の
作
成
・
保
管
は
確
実
に
。

　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
構
築
。
ど
ん

な
成
果
を
想
定
し
何
で
測
る
か
？ 

感

覚
で
は
な
く
、
客
観
的
な
数
値
で
測
る

こ
と
が
重
要
。Ｉ
Ｒ
の
出
番
だ
ろ
う
。

     

有
効
活
用
す
る
た
め
に
学
内

外
の
広
報
を
。

　
当
た
り
前
だ
が
補
助
金
事
業
の
狙
い

に
合
っ
た
活
用
が
求
め
ら
れ
る
。
例
え

ば
「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業
」。「
研
究
」
に
よ
る
全
学
的
な
特

色
を
大
き
く
打
ち
出
す
こ
と
が
趣
旨
な

の
に
、
研
究
費
だ
け
に
使
っ
て
な
い
だ

ろ
う
か
？ 

広
報
側
も
大
学
の
特
色
化
に

つ
な
が
る
学
内
の
広
報
素
材
を
拾
っ
て

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
戦
略
的
に
広
報

し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？ 

教
員
任
せ
で
は

な
く
、
事
業
全
体
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
職
員
も
必
要
だ
。

　
補
助
金
の
財
源
は
税
金
。
そ
の
使
途

を
明
ら
か
に
し
て
、
高
等
教
育
へ
の
支

援
が
社
会
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る
こ
と

を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
も
重
要
だ
。

     

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ぶ
か
、
選

ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
に
ど
う
取
り
組
む

か
で
、
特
色
は
打
ち
出
せ
る
。

　
補
助
金
が
事
業
ご
と
に
メ
ニ
ュ
ー
化

さ
れ
て
い
る
の
は
、
文
科
省
に
よ
る
と

各
大
学
が
特
色
に
見
合
っ
た
も
の
を
申

請
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
。
し
た

が
っ
て
、
ど
の
補
助
金
を
狙
う
の
か
の

検
討
自
体
が
、特
色
化
の
推
進
に
な
る
。

　
実
際
例
え
ば
Ａ
Ｐ
事
業
で
は
、「
テ
ー

マ
Ⅰ・Ⅱ
複
合
型
で
は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
を
基
軸
に
す
る
関
東
の
大
学
、Ｉ

Ｒ
を
活
用
す
る
関
西
の
大
学
と
、
地
域

ご
と
の
特
色
が
、
ま
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
で
も
、
正
面
か
ら
取
り
組

む
大
学
も
あ
れ
ば
、
指
標
を
開
発
し
て

全
学
を
巻
き
込
む
大
学
も
あ
り
、
工
夫

の
豊
か
さ
に
う
な
ら
さ
れ
ま
し
た
」（
文

科
省
大
学
改
革
推
進
室
河
本
氏
）。

     

補
助
期
間
が
終
わ
っ
て
も
大

学
と
し
て
継
続
し
た
い
取
り
組
み

か
、
見
極
め
を
。

　
補
助
金
が
あ
る
か
ら
改
革
に
取
り
組

む
の
で
は
な
く
、
や
り
た
い
こ
と
が
あ

る
か
ら
そ
れ
に
補
助
金
を
使
お
う
と
い

う
発
想
を
。「
将
来
の
お
金
を
取
る
た

め
、
今
、
改
革
を
す
る
。
今
求
め
ら
れ

て
い
る
『
質
保
証
』
と
は
、
そ
う
い
う

側
面
も
あ
り
ま
す
。
各
大
学
だ
け
で
な

く
高
等
教
育
そ
の
も
の
に
社
会
か
ら
お

金
を
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
に
も
つ
な
が

る
ん
で
す
」（
前
出
の
河
本
氏
）。

　
そ
の
う
え
で
、
交
付
期
間
終
了
後
の

継
続
方
法
を
あ
ら
か
じ
め
デ
ザ
イ
ン
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。「
交
付
期
間
中

に
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に
、
効
果
の
高

い
内
容
に
絞
っ
て
継
続
す
る
」「
一
部

の
学
部
の
み
で
実
施
し
て
い
た
取
り

組
み
を
他
学
部
で
も
実
施
し
て
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
出
し
、
全
学
的
な
予
算

を
獲
得
す
る
」
な
ど
の
展
開
が
考
え
ら

れ
る
。

　
社
会
に
、
地
域
に
役
立
つ
こ
と
な
ら

や
り
続
け
る
必
然
性
が
出
る
し
、
成
果

を
う
ま
く
広
報
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

大
学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
も
な
る
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
に
対
し
て
、
新
た

に
資
金
を
投
資
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が

出
て
く
る
こ
と
も
期
待
で
き
よ
う
。

     

ま
ず
危
機
感
の
共
有
を
。

　
何
よ
り
「
変
わ
ら
な
け
れ
ば
」
と
い

う
危
機
意
識
を
現
場
と
共
有
す
る
こ

と
。
改
革
の
必
然
性
が
な
け
れ
ば
人
は

動
か
な
い
。
次
に
改
革
遂
行
と
補
助
金

獲
得
に
向
け
た
意
思
を
ト
ッ
プ
が
表
明

し
た
う
え
で
、
例
え
ば
10
年
後
の
経
営

を
担
う
30
〜
40
代
の
教
職
員
で
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
取
り

組
み
方
針
を
執
行
部
と
検
討
す
る
。

日
々
の
仕
事
が
大
学
経
営
に
直
結
し

て
い
る
と
い
う
実
感
を
持
た
せ
る
こ
と

が
狙
い
だ
。

　
ま
た
、
補
助
金
業
務
を
、
申
請
書
を

作
成
す
る
だ
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
仕
事
だ

と
誤
解
し
て
い
る
教
職
員
が
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
な
ぜ
そ
の
改
革
を
行
い
、

そ
の
補
助
金
が
ど
ん
な
役
割
を
果
た
す

の
か
、
そ
の
た
め
に
ど
ん
な
業
務
が
必

要
な
の
か
、
補
助
金
業
務
へ
の
理
解
を

共
有
す
る
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
意
識
の
共
有
に
期
待
し

て
、
文
科
省
は
意
図
的
に
全
学
的
な
取

り
組
み
を
申
請
条
件
と
し
て
い
る
よ
う

だ
。「
中
で
学
部
が
分
か
れ
て
い
よ
う

と
も
、
外
か
ら
見
た
ら
大
学
は
１
つ
の

組
織
体
。
建
学
の
精
神
も
１
つ
だ
け
で

す
。
あ
え
て
一
組
織
と
し
て
の
意
思
決

定
を
求
め
て
い
ま
す
」（
前
出
の
児
玉

氏
）。

     

改
革
意
思
を
共
有
し
や
す
い

小
規
模
大
学
は
む
し
ろ
有
利
。

　
小
規
模
大
学
に
は
一
つ
に
ま
と
ま
り

や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
文

科
省
が
全
学
的
な
取
り
組
み
を
求
め
て

い
る
状
況
下
で
は
、
む
し
ろ
補
助
金
を

獲
得
し
や
す
い
環
境
だ
と
言
え
る
。
実

際
、Ａ
Ｐ
事
業
で
は
選
定
校
の
半
分
以
上

が
小
規
模
大
だ
【
図
表
６
、
７
】。
他
の

補
助
金
事
業
で
も
、
学
生
の
た
め
に
全

学
を
挙
げ
て
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ

と
を
、
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

     

先
行
大
学
に
学
ぼ
う
。

　
補
助
金
を
獲
得
し
た
大
学
は
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
等
を
開
き
成
果
の
共
有
を
行

う
こ
と
が
多
々
あ
る
。
例
え
ば
Ａ
Ｐ
事

業
で
は
、
取
り
組
み
の
普
及
を
幹
事
校

制
度
と
い
う
形
で
制
度
化
し
て
い
る

【
図
表
８
】。
テ
ー
マ
ご
と
に
成
果
や
課

題
を
共
有
す
る
催
し
や

　＊1
ウ
ェ
ブ
上
で

の
情
報
発
信
を
行
っ
て
お
り
、
多
く
は

採
択
校
以
外
の
参
加
、
閲
覧
を
歓
迎
し

て
い
る
。
改
革
総
合
支
援
事
業
の
参
考

に
す
る
た
め
に
、
活
動
報
告
会
に
多
数

の
教
職
員
を
派
遣
し
、
質
問
攻
め
に
し

た
大
学
も
あ
る
。
見
習
い
た
い
。

２
０
１
９
年
度
で
一
区
切
り
と
な
る
Ａ
Ｐ
事
業
。

大
学
改
革
に
ど
ん
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
？

ーーかつてのＧＰ事業＊2との違いは？
　企画の独自性が採択基準の一つになっていたＧ
Ｐは、社会や国民が望む大学改革とのズレを指摘さ
れました。そこでＡＰ事業は、国が求める教育のあり
方や、社会に通用する人材の育成をめざす大学に
支援する方針を徹底しています。本省の補助金で初
めて申請要件やＫＰＩを設定したのもそのためです。
ーー中小規模、地方の大学も多数採択されました。
　ＣＯＥ＊3のような、卓越した大学による優れた取り
組みを支援する補助金とは異なり、ＡＰ事業は改革
の呼び水として使ってもらう補助金です。少額ながら
より多くの大学を支援したい気持ちが込められてい
ます。例えばテーマⅤは、過去に採択された大学には
ご辞退いただき、また入試日程や募集人員について
の対応を申請要件から外して採択のチャンスを広げ
ました。
　ただ結果的に、採択校は全て入試関連の申請要
件を満たしていました。2014年度の開始当初から
流れを察知して改革を進めていた大学と、申請要件
を見て初めて応募を検討し始めた大学との差が出た
のではないかと思います。
ーー本年３月の中間評価では、最高評価の「Ｓ」が

全77件中14件。「甘すぎる」との声も挙がりました。
　これでも厳しめに評価した結果です。採択後も血
のにじむような努力を続けている各大学の様子が目
に浮かびました。今後の課題は、各取り組みを大学
全体の教学マネジメントにどう位置付け、改善してい
くのか、そのストーリーを示すことではないでしょうか。

ーーＡＰ事業によって、日本の大学全体の改革はど
れくらい進展したのでしょう。
　採択校からは「改革が進みやすくなった。金額は問
わないからＡＰ事業という枠組みだけは残してほしい」
という声も聞きますが、全体としてはまだまだでしょう。
ただ、認証評価なり改革総合支援事業なりによって
改革のプレッシャーを感じた際に、「そういえば他大学
がＡＰで何かやってたな」と気づく程度の存在感は出
てきているのではないでしょうか。
　本事業の幹事校制度は、事業成果の波及に大き
な役割を果たしています。幹事校を中心に地域や設
置形態を問わず採択校、非採択校が連携し、成功や
つまずきの事例を共有する。こうしたコラボレーション
が、かえって個々の大学の特色化、自律的な運営を
加速させているようです。
ーー今後の大学改革の方向性をどう考えますか。
　世界では、高等教育システムのデファクトスタン
ダード争いが起きています。学修成果を保証する方
法としてプログラムを積み上げるヨーロッパ型と、直
接アセスメントしていくアメリカ型。日本はこの両方を
取り入れ、独自の価値を築こうとしています。世界に
類を見ない質保証システムを作るこの流れへの招待
状の一つが、現在の補助金事業です。そう考えると、
ワクワクしてきませんか。

大学教育の質的転換への挑戦を
ダイレクトに支援するしくみ

幹事校を核とした横のつながりが
各大学の特色化を促進している

Q
競
争
的
な
補
助
金
事
業

に
採
択
さ
れ
る
コ
ツ
は
？

Q
交
付
さ
れ
た
補
助
金
の

効
果
的
な
使
い
方
は
？

Q
補
助
金
事
業
で
、か
え
っ

て
特
色
が
失
わ
れ
な
い
か
。

Q
補
助
金
の
切
れ
目
が
取

り
組
み
の
切
れ
目
に
な
る
。

＊1　Acceleration Program for University Education Rebuilding：大学教育再生加速プログラム（ＡＰ）高大接続改革推進事業
＊2　Good Practice：優れた教育改革の取り組みを支援した事業　　＊3　Center of Excellence：世界的研究拠点形成のための重点的支援事業

＊1

採択件数/申請件数（選定率）

A

A

A

A

特集●お金から考える大学改革 補助金

＊文部科学省資料を基に作成

テーマⅠ：アクティブ・ラーニング
テーマⅡ：学修成果の可視化
テーマⅠ・Ⅱ複合型
テーマⅢ：入試改革
テーマⅢ：高大接続
テーマⅣ：長期学外学修プログラム（ギャップイヤー）
テーマⅤ：卒業時における質保証の取組の強化
合計

10億円        　  11.6億円　　　　   15億円      　 15億円     11.9億円　  未定　  　  未定予  算
9/94
8/42
22/91
3/8
5/19

47/254 

（9.6%）
（19.0%）
（24.2%）
（37.5%）
（26.3%）

（18.5%）

12/38

  59/292（20.2%）

（31.6%）
19/116 （16.4%）

中
間
評
価

事
後
評
価

補
助
期
間
終
了

年 度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

78/408（19.1%）



2018 7-82018 7-819 18

     

行
政
に
よ
る
資
金
助
成
。
全

学
で
取
り
組
む
べ
き
改
革
案
件
。

　
補
助
金
と
は
「
企
業
・
団
体
・
個
人

が
公
共
的
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

行
政
が
助
成
す
る
資
金
」
だ
。
自
学
が

や
り
た
い
こ
と
を
し
や
す
く
し
た
り
、

か
か
る
経
費
の
学
生
負
担
を
軽
減
し
た

り
す
る
た
め
、
上
手
に
活
用
し
た
い
お

金
で
あ
る
。

　
し
か
し
、補
助
金
は
あ
く
ま
で
も「
補

助
」。
全
資
金
は
交
付
さ
れ
な
い
。
さ

ら
に
近
年
は
、
国
の
方
針
（
機
能
強
化

や
質
保
証
、
そ
れ
に
伴
う
大
学
改
革
）

へ
の
取
り
組
み
が
交
付
条
件
と
な
っ
て

い
る
。「
文
科
省
は
、
大
学
改
革
と
は
、

各
教
職
員
の
日
常
業
務
を
変
え
る
こ
と

だ
と
気
づ
き
、『
○
○
を
し
て
い
る
か
？

＝
○
点
』
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
を
案

件
化
し
た
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
大
学
人

の
声
も
。
今
や
補
助
金
は
、
補
助
金
担

当
部
署
だ
け
の
業
務
で
は
な
く
、
全
学

的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
て
取
り
組
む

べ
き
改
革
そ
の
も
の
と
言
え
る
。

     

私
立
大
学
は
「
一
般
補
助
」

と
「
特
別
補
助
」
の
２
階
建
て
。

　
設
置
区
分
に
よ
り
、
国
等
か
ら
交
付

さ
れ
る
資
金
の
種
類
は
異
な
る
【
図
表

1
】。
こ
の
う
ち
複
雑
な
「
私
立
大
学

等
経
常
費
補
助
金
（
以
下
、
経
常
費
補

助
金
）」
を
【
図
表
２
】
に
ま
と
め
た
。

こ
れ
は
私
立
大
学
が
教
育
研
究
機
関
と

し
て
運
営
す
る
の
に
必
要
な
費
用
に
対

す
る
補
助
金
だ
。
私
学
事
業
団
経
由
で

学
校
法
人
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
。

　
基
本
の
補
助
金
は
一
般
補
助
。
教
職

員
給
与
や
退
職
金
掛
け
金
、
教
材
研
究

用
の
消
耗
品
や
研
究
旅
費
等
へ
の
補
助

の
た
め
、
大
学
の
規
模
に
よ
り
ベ
ー
ス

の
金
額
が
決
ま
る
。他
方
特
別
補
助
は
、

国
が
誘
導
し
た
い
施
策
が
メ
ニ
ュ
ー
化

さ
れ
、
そ
の
取
り
組
み
度
合
い
を
点
数

化
、
一
般
補
助
の
増
額
分
と
し
て
加
算

さ
れ
る
。
そ
の
一
部
は
改
革
総
合
支
援

事
業
等
、
選
定
さ
れ
た
大
学
の
み
に
交

付
さ
れ
る
お
金
だ
。
一
般
補
助
に
つ
い

て
も
昨
今
は
定
員
管
理
な
ど
教
育
の
質

保
証
に
つ
い
て
の
指
標
が
導
入
さ
れ
、

金
額
に
影
響
す
る
。

　
こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
以
外
に
も
多
様

な
補
助
金
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
補
助

金
の
種
類
の
多
さ
は
、
文
科
省
に
よ
る

と
「
メ
ニ
ュ
ー
の
多
さ
は
各
大
学
の
特

色
に
合
っ
た
改
革
を
選
び
や
す
く
す
る

た
め
」。
ど
れ
を
獲
る
か
議
論
す
る
こ

と
が
特
色
化
の
第
一
歩
と
言
え
よ
う
。

     

交
付
は
「
終
わ
り
」
で
は
な

く
「
始
ま
り
」。

　
こ
こ
で
は
私
学
助
成
の
流
れ
を
簡
単

に
紹
介
す
る
。【
図
表
３
】
に
ま
と
め

た
よ
う
に
、
当
該
年
度
の
第
３
四
半
期

ま
で
に
各
部
署
の
協
力
を
得
な
が
ら
20

種
類
以
上
も
の
各
種
調
査
票
を
作
成
し

申
請
し
て
よ
う
や
く
交
付
さ
れ
る
が
、

そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
翌
年
は
実

績
の
報
告
を
求
め
ら
れ
る
。
一
部
の
大

学
に
は
会
計
検
査
院
の
実
地
検
査
も
入

る
。
そ
の
結
果
、
過
大
交
付
と
認
定
さ

れ
た
場
合
は
、
国
庫
に
そ
の
分
返
還
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

     

一
般
補
助
は
員
数
×
単
価
が

基
本
。
増
減
率
と
不
交
付
条
件

に
は
注
意
。

　
交
付
額
の
計
算
法
を
P.
14
【
図
表

４
】
に
ま
と
め
た
。
注
目
し
た
い
の
は

一
般
補
助
の
「
増
減
率
」
だ
。
国
が
大

学
に
求
め
る
基
本
的
な
要
件
が
項
目
化

さ
れ
て
お
り
、
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば

一
定
の
割
合
で
減
額
、
最
大
で
99
％
減

額
も
あ
り
得
る
（
一
部
、
満
た
し
て
い

れ
ば
増
額
さ
れ
る
項
目
も
あ
る
）。
そ

れ
と
は
別
に
、
定
員
の
大
幅
超
過
な
ど
、

そ
れ
だ
け
で
不
交
付
が
確
定
す
る
条
件

も
。過
去
に
定
員
超
過
で
不
交
付
と
な
っ

た
あ
る
大
学
は
、
膨
大
な
申
請
業
務
か

ら
は
開
放
さ
れ
た
も
の
の
、
結
果
的
に

例
年
に
比
べ
て
改
革
が
進
ま
ず
、
補
助

金
の
意
義
を
考
え
直
し
た
と
い
う
。

　
他
方
特
別
補
助
は
、
国
が
指
定
し
た

教
育
研
究
や
経
営
に
つ
い
て
の
実
施
項

目
の
取
り
組
み
度
合
い
が
点
数
化
さ

れ
、
加
算
金
額
が
決
ま
る
。
私
学
事
業

団
に
よ
る
と
特
別
補
助
獲
得
の
ポ
イ
ン

ト
は
、①
そ
の
補
助
項
目
の
趣
旨
に

あ
っ
て
い
る
か
、②
全
学
的
、
組
織
的

か
、③
先
の
①
②
を
証
明
で
き
る
根
拠

資
料
が
あ
る
か
だ
と
言
う
。

　
な
お
、
会
計
検
査
院
の
実
地
検
査
が

入
っ
た
場
合
、
不
当
事
項
が
指
摘
さ
れ

る
と
返
還
と
改
善
策
を
提
出
す
る
必
要

も
。
学
内
へ
の
補
助
金
制
度
へ
の
理
解

促
進
と
意
識
づ
け
、
根
拠
資
料
の
作
成

保
管
等
、
協
力
体
制
を
築
こ
う
。

     

「
教
育
の
質
に
関
す
る
こ
と
」

が
よ
り
厳
し
く
問
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。【
図
表
５
】

　
全
体
と
し
て
は
、
教
育
の
質
保
証
が

「
全
学
的
」
か
つ
「
継
続
的
」
に
行
わ

れ
て
い
る
か
を
よ
り
強
く
問
う
方
向
に

シ
フ
ト
し
て
お
り
、
教
育
改
革
や
定
員

割
れ
に
つ
い
て
対
応
し
な
い
大
学
に
対

し
て
は
大
幅
な
減
額
が
行
わ
れ
る
。
特

別
補
助
や
各
種
事
業
な
ど
意
欲
的
な
取

り
組
み
に
対
す
る
上
乗
せ
に
つ
い
て

は
、
年
々
取
り
組
み
レ
ベ
ル
が
上
が
っ

て
お
り
、不
断
の
改
革
が
求
め
ら
れ
る
。

　【
図
表
５
】
を
見
て
も
ら
い
た
い
。

ま
ず
「
不
交
付
」
に
つ
い
て
は
定
員
管

理
が
強
化
さ
れ
た
。
定
員
管
理
の
難
し

さ
は
今
年
度
入
試
結
果
に
表
れ
て
い
る

も
の
の
、
文
科
省
と
し
て
は
「
定
員
管

理
は
質
保
証
」
と
い
う
観
点
か
ら
必
要

と
す
る
考
え
だ
。「
増
減
率
」
で
は
教

育
の
質
に
か
か
わ
る
客
観
的
指
標
に
よ

る
増
減
の
強
化
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
「
改
革
総
合
支
援
事
業
タ
イ
プ

１
」
で
多
く
の
大
学
で
実
施
済
み
と
回

答
し
て
お
り
、
教
育
の
質
に
関
わ
る
基

本
的
な
取
り
組
み
と
見
な
さ
れ
た
項
目

が
一
般
補
助
の
指
標
へ
と
ス
ラ
イ
ド
さ

れ
た
も
の
だ
。
そ
の
か
わ
り
同
タ
イ
プ

の
調
査
項
目
は
、
教
育
の
質
「
向
上
」

の
取
り
組
み
に
変
更
さ
れ
る
。

　
財
務
諸
表
の
公
表
状
況
の
減
額
率
の

強
化
は
、
社
会
へ
の
積
極
的
な
情
報
公

開
を
求
め
て
の
こ
と
か
ら
。
ま
た
、
継

続
的
に
定
員
が
未
充
足
の
大
学
の
う

ち
、
在
籍
学
生
数
が
収
容
定
員
の
75
％

未
満
な
ど
、
４
つ
の
条
件
に
該
当
す
る

と
特
別
補
助
が
減
額
さ
れ
る
。

     

主
体
的
、
全
学
的
、
持
続
的

で
あ
る
か
ど
う
か
。

　
文
科
省
に
よ
る
と
、
不
採
択
の
主
な

理
由
は
、①
実
現
可
能
性
が
低
い
、②
持

続
性
が
な
い
、③
全
学
的
な
価
値
を
高

め
る
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
、④
計
画
か
ら

評
価
に
至
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
具

体
性
が
乏
し
い
と
言
う
。
元
々
補
助
金

は
大
学
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
「
補

助
」
す
る
も
の
。
採
択
さ
れ
な
い
場
合

ど
う
形
を
変
え
て
取
り
組
む
か
も
考

え
、
再
挑
戦
を
。「
そ
の
施
策
を
学
内

に
ど
う
内
在
化
し
て
、
大
学
固
有
の
財

産
に
し
て
い
く
か
。
そ
れ
が
で
き
な
い

事
業
に
は
補
助
金
は
つ
き
ま
せ
ん
」（
助

成
課
児
玉
氏
）。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た

う
え
で
コ
ツ
を
挙
げ
る
。

　
情
報
収
集
と
分
析
。
補
助
金
の
要
件

は
国
の
政
策
動
向
に
左
右
さ
れ
る
。
社

会
情
勢
と
中
教
審
や
教
育
再
生
実
行
会

議
、
内
閣
府
の
関
連
会
議
等
で
議
論
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
分
析
し
、
自
学
で
取

り
組
む
べ
き
も
の
が
あ
れ
ば
先
ん
じ
て

取
り
組
も
う
。

　
今
年
度
で
あ
れ
ば
「
連
携
」
が
ポ
イ

ン
ト
だ
。
例
え
ば
新
設
の
改
革
総
合
支

援
事
業
タ
イ
プ
５
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
形
成
」
で
は
、
連
携
先
の
自
治
体

に
は
総
務
省
か
ら
も
補
助
金
が
出
る
、

〝
省
庁
間
連
携
〞
の
補
助
金
も
あ
る
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
。
そ
れ
に
よ
り
何

を
め
ざ
す
の
か
？ 

計
画
書
に
は
、目
的
、

め
ざ
す
成
果
、
検
証
方
法
、
全
学
へ
の

波
及
期
待
効
果
な
ど
を
盛
り
込
も
う
。

　
全
学
的
な
協
力
体
制
。
今
や
経
常
費

補
助
に
お
い
て
も
質
保
証
の
指
標
が

あ
る
。で
あ
れ
ば
財
務
部
だ
け
で
な
く
、

教
務
と
の
連
携
は
必
須
だ
。
職
員
組
織

を
大
幅
に
見
直
す
べ
き
だ
ろ
う
。
申
請

業
務
は
政
策
の
読
み
解
き
や
全
学
の

情
報
収
集
が
必
要
な
た
め
、Ｓ
Ｄ
と
し

て
若
手
職
員
に
担
当
さ
せ
る
大
学
も

あ
る
。

　
明
確
な
根
拠
を
提
示
す
る
。
申
請
時

や
採
択
後
の
検
査
時
に
は
必
ず
根
拠
資

料
が
求
め
ら
れ
る
。
実
態
に
則
し
た
申

請
と
資
料
の
作
成
・
保
管
は
確
実
に
。

　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
構
築
。
ど
ん

な
成
果
を
想
定
し
何
で
測
る
か
？ 

感

覚
で
は
な
く
、
客
観
的
な
数
値
で
測
る

こ
と
が
重
要
。Ｉ
Ｒ
の
出
番
だ
ろ
う
。

     

有
効
活
用
す
る
た
め
に
学
内

外
の
広
報
を
。

　
当
た
り
前
だ
が
補
助
金
事
業
の
狙
い

に
合
っ
た
活
用
が
求
め
ら
れ
る
。
例
え

ば
「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業
」。「
研
究
」
に
よ
る
全
学
的
な
特

色
を
大
き
く
打
ち
出
す
こ
と
が
趣
旨
な

の
に
、
研
究
費
だ
け
に
使
っ
て
な
い
だ

ろ
う
か
？ 

広
報
側
も
大
学
の
特
色
化
に

つ
な
が
る
学
内
の
広
報
素
材
を
拾
っ
て

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
戦
略
的
に
広
報

し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？ 

教
員
任
せ
で
は

な
く
、
事
業
全
体
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
職
員
も
必
要
だ
。

　
補
助
金
の
財
源
は
税
金
。
そ
の
使
途

を
明
ら
か
に
し
て
、
高
等
教
育
へ
の
支

援
が
社
会
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る
こ
と

を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
も
重
要
だ
。

     

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ぶ
か
、
選

ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
に
ど
う
取
り
組
む

か
で
、
特
色
は
打
ち
出
せ
る
。

　
補
助
金
が
事
業
ご
と
に
メ
ニ
ュ
ー
化

さ
れ
て
い
る
の
は
、
文
科
省
に
よ
る
と

各
大
学
が
特
色
に
見
合
っ
た
も
の
を
申

請
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
。
し
た

が
っ
て
、
ど
の
補
助
金
を
狙
う
の
か
の

検
討
自
体
が
、特
色
化
の
推
進
に
な
る
。

　
実
際
例
え
ば
Ａ
Ｐ
事
業
で
は
、「
テ
ー

マ
Ⅰ・Ⅱ
複
合
型
で
は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
を
基
軸
に
す
る
関
東
の
大
学
、Ｉ

Ｒ
を
活
用
す
る
関
西
の
大
学
と
、
地
域

ご
と
の
特
色
が
、
ま
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
で
も
、
正
面
か
ら
取
り
組

む
大
学
も
あ
れ
ば
、
指
標
を
開
発
し
て

全
学
を
巻
き
込
む
大
学
も
あ
り
、
工
夫

の
豊
か
さ
に
う
な
ら
さ
れ
ま
し
た
」（
文

科
省
大
学
改
革
推
進
室
河
本
氏
）。

     

補
助
期
間
が
終
わ
っ
て
も
大

学
と
し
て
継
続
し
た
い
取
り
組
み

か
、
見
極
め
を
。

　
補
助
金
が
あ
る
か
ら
改
革
に
取
り
組

む
の
で
は
な
く
、
や
り
た
い
こ
と
が
あ

る
か
ら
そ
れ
に
補
助
金
を
使
お
う
と
い

う
発
想
を
。「
将
来
の
お
金
を
取
る
た

め
、
今
、
改
革
を
す
る
。
今
求
め
ら
れ

て
い
る
『
質
保
証
』
と
は
、
そ
う
い
う

側
面
も
あ
り
ま
す
。
各
大
学
だ
け
で
な

く
高
等
教
育
そ
の
も
の
に
社
会
か
ら
お

金
を
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
に
も
つ
な
が

る
ん
で
す
」（
前
出
の
河
本
氏
）。

　
そ
の
う
え
で
、
交
付
期
間
終
了
後
の

継
続
方
法
を
あ
ら
か
じ
め
デ
ザ
イ
ン
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。「
交
付
期
間
中

に
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に
、
効
果
の
高

い
内
容
に
絞
っ
て
継
続
す
る
」「
一
部

の
学
部
の
み
で
実
施
し
て
い
た
取
り

組
み
を
他
学
部
で
も
実
施
し
て
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
出
し
、
全
学
的
な
予
算

を
獲
得
す
る
」
な
ど
の
展
開
が
考
え
ら

れ
る
。

　
社
会
に
、
地
域
に
役
立
つ
こ
と
な
ら

や
り
続
け
る
必
然
性
が
出
る
し
、
成
果

を
う
ま
く
広
報
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

大
学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
も
な
る
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
に
対
し
て
、
新
た

に
資
金
を
投
資
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が

出
て
く
る
こ
と
も
期
待
で
き
よ
う
。

     

ま
ず
危
機
感
の
共
有
を
。

　
何
よ
り
「
変
わ
ら
な
け
れ
ば
」
と
い

う
危
機
意
識
を
現
場
と
共
有
す
る
こ

と
。
改
革
の
必
然
性
が
な
け
れ
ば
人
は

動
か
な
い
。
次
に
改
革
遂
行
と
補
助
金

獲
得
に
向
け
た
意
思
を
ト
ッ
プ
が
表
明

し
た
う
え
で
、
例
え
ば
10
年
後
の
経
営

を
担
う
30
〜
40
代
の
教
職
員
で
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
取
り

組
み
方
針
を
執
行
部
と
検
討
す
る
。

日
々
の
仕
事
が
大
学
経
営
に
直
結
し

て
い
る
と
い
う
実
感
を
持
た
せ
る
こ
と

が
狙
い
だ
。

　
ま
た
、
補
助
金
業
務
を
、
申
請
書
を

作
成
す
る
だ
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
仕
事
だ

と
誤
解
し
て
い
る
教
職
員
が
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
な
ぜ
そ
の
改
革
を
行
い
、

そ
の
補
助
金
が
ど
ん
な
役
割
を
果
た
す

の
か
、
そ
の
た
め
に
ど
ん
な
業
務
が
必

要
な
の
か
、
補
助
金
業
務
へ
の
理
解
を

共
有
す
る
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
意
識
の
共
有
に
期
待
し

て
、
文
科
省
は
意
図
的
に
全
学
的
な
取

り
組
み
を
申
請
条
件
と
し
て
い
る
よ
う

だ
。「
中
で
学
部
が
分
か
れ
て
い
よ
う

と
も
、
外
か
ら
見
た
ら
大
学
は
１
つ
の

組
織
体
。
建
学
の
精
神
も
１
つ
だ
け
で

す
。
あ
え
て
一
組
織
と
し
て
の
意
思
決

定
を
求
め
て
い
ま
す
」（
前
出
の
児
玉

氏
）。

     

改
革
意
思
を
共
有
し
や
す
い

小
規
模
大
学
は
む
し
ろ
有
利
。

　
小
規
模
大
学
に
は
一
つ
に
ま
と
ま
り

や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
文

科
省
が
全
学
的
な
取
り
組
み
を
求
め
て

い
る
状
況
下
で
は
、
む
し
ろ
補
助
金
を

獲
得
し
や
す
い
環
境
だ
と
言
え
る
。
実

際
、Ａ
Ｐ
事
業
で
は
選
定
校
の
半
分
以
上

が
小
規
模
大
だ
【
図
表
６
、
７
】。
他
の

補
助
金
事
業
で
も
、
学
生
の
た
め
に
全

学
を
挙
げ
て
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ

と
を
、
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

     

先
行
大
学
に
学
ぼ
う
。

　
補
助
金
を
獲
得
し
た
大
学
は
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
等
を
開
き
成
果
の
共
有
を
行

う
こ
と
が
多
々
あ
る
。
例
え
ば
Ａ
Ｐ
事

業
で
は
、
取
り
組
み
の
普
及
を
幹
事
校

制
度
と
い
う
形
で
制
度
化
し
て
い
る

【
図
表
８
】。
テ
ー
マ
ご
と
に
成
果
や
課

題
を
共
有
す
る
催
し
や

　＊1
ウ
ェ
ブ
上
で

の
情
報
発
信
を
行
っ
て
お
り
、
多
く
は

採
択
校
以
外
の
参
加
、
閲
覧
を
歓
迎
し

て
い
る
。
改
革
総
合
支
援
事
業
の
参
考

に
す
る
た
め
に
、
活
動
報
告
会
に
多
数

の
教
職
員
を
派
遣
し
、
質
問
攻
め
に
し

た
大
学
も
あ
る
。
見
習
い
た
い
。

小規模：
入学定員999人以下 
中規模：
入学定員1000～1999人
大規模：
入学定員2001人以上  　 
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34％ 58％
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全体

テーマⅠ 

テーマⅡ

テーマⅠ・Ⅱ
複合型
テーマⅢ
入試改革
テーマⅢ
高大接続

テーマⅣ

テーマⅤ 

申請
選定

申請
選定

申請
選定

申請
選定

申請
選定

申請
選定

申請
選定

申請
選定

国立大学 公立大学 私立大学

63.625.5
29.7 10.9 59.4

10.9

64.321.4 14.3

70.614.7 14.7
66.716.7 16.7

78.716.0 5.3
72.222.2 5.6

28.642.9 28.6

29.447.1 23.5
20.060.0 20.0

63.630.3 6.1
60.030.0 10.0

57.433.0 9.6
53.333.3 13.3

33.366.7

71.414.3 14.3

【図表6】

【図表7】

ＡＰ事業申請校、
選定校の設置区分別割合

ＡＰ事業に選定された
私立大学の規模別割合

S評価

S評価

S評価
幹事校

S評価
S評価
S評価

S評価

S評価
S評価

幹事校

S評価

幹事校

幹事校

幹事校

S評価

S評価

S評価

S評価幹事校

【図表8】ＡＰ事業の選定校

テーマⅡ：学修成果の可視化

テーマⅢ：入試改革 

テーマⅢ：高大接続

お茶の水女子大学
岡山大学
追手門学院大学

国立
国立
私立

テーマⅤ：卒業時における質保証の取組の強化

テーマⅣ：長期学外学修プログラム（ギャップイヤー）

＊Ｓ評価：2018年３月の中間評価で最高評価を得た取り組み

千葉大学
東京農工大学
愛媛大学
三重県立看護大学
杏林大学

国立
国立
国立
公立
私立

小樽商科大学
新潟大学
神戸大学
福岡女子大学
工学院大学
津田塾大学
文化学園大学
武蔵野大学
東京工科大学
浜松学院大学
長崎短期大学
宇部工業高等専門学校

国立
国立
国立
公立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
国立

山形大学
茨城大学
東京外国語大学
高知大学
鹿屋体育大学
大阪市立大学
兵庫県立大学
千歳科学技術大学
東北公益文科大学
東日本国際大学
東京薬科大学
東京都市大学
日本福祉大学
大阪工業大学
日本赤十字九州国際看護大学
東海大学短期大学部
山梨学院短期大学
松本大学松商短期大学部
徳山工業高等専門学校

国立
国立
国立
国立
国立
公立
公立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
国立

テーマⅠ：アクティブ・ラーニング 
徳島大学
県立広島大学
立正大学
京都光華女子大学
徳山大学
福岡工業大学
崇城大学
仙台高等専門学校
明石工業高等専門学校

国立
公立
私立
私立
私立
私立
私立
国立
国立

横浜国立大学
北九州市立大学
八戸工業大学
東京女子大学
新潟工科大学
福岡歯科大学
富山短期大学
阿南工業高等専門学校

国立
公立
私立
私立
私立
私立
私立
国立

宇都宮大学
金沢大学
山口大学
長崎大学
大阪府立大学
共愛学園前橋国際大学
芝浦工業大学
玉川大学
東京電機大学
東京理科大学
創価大学
産業能率大学
金沢工業大学
京都外国語大学
関西大学
関西国際大学
比治山大学、比治山大学短期大学部
宮崎国際大学
京都光華女子大学短期大学部
福岡医療短期大学
岐阜工業高等専門学校

国立
国立
国立
国立
公立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
国立

テーマⅠ・Ⅱ複合型

Q
補
助
金
事
業
も
活
用
で

き
ず
、改
革
に
乗
り
遅
れ
た
。

Q
小
規
模
大
学
な
の
で
補

助
金
獲
得
が
難
し
い
。

A A

特集●お金から考える大学改革 補助金

Q
補
助
金
獲
得
の
取
り
組

み
に
全
学
を
巻
き
込
め
な
い
。

A

＊いずれも文部科学省資料を基に作成

＊１　大学教育再生加速プログラム（AP）アーカイブ　http://www.ap-archive.jp/

文部科学省  高等教育局
国立大学法人支援課  企画官

佐野壽則
さのとしのり●2002年入省後、高等
教育局、スポーツ・青少年局、初等中等
教育局を経て、大分県教育委員会に出
向、教育改革・企画課長を務める。2016
年より初等中等教育局初等中等教育企
画課教育制度改革室室長補佐、2017
年より高等教育局国立大学法人支援課
課長補佐を経て、2018年４月より現職。

ーー国立大学法人運営費交付金（以下、運営費交
付金）の概況について、聞かせてください。
　国立大学の運営は主に国費（運営費交付金等）
と自己収入（授業料や雑収入、附属病院収入など）
で賄われています。その中でも運営費交付金は、大
学が安定的に教育・研究を行う上で不可欠な基盤
的な経費です。
　国立大学が法人化した2004年度以降、国の財
政状況が厳しい中、運営費交付金の予算額の減少
が続きました。それが2016年度からは、前年度同額
や増加に転じています。
ーー2016年度からは運営費交付金の中に「重点支
援の枠組み」が組み込まれています。
　各大学の機能強化の方向性に応じた取り組み
を、きめ細かく支援することを目的としています。各大
学はあらかじめ設けられた「３つの重点支援の枠組
み」の中から１つを選択し、機能強化を実現するため
の戦略やKPIを設定します。文部科学省は外部有
識者の意見をふまえて評価を行い、運営費交付金
から拠出された財源（毎年度約100億円、６年間で

600億円）を、各大学へ再配分します。それぞれの大
学が、選んだ枠組みの中でKPIを設定し、その方向
性に向けた挑戦や改革に対し、支援を行うしくみで
す。
　基礎科学力の強化を目的とした附置研究所・セン
ターの改革においても、国際共同利用・共同研究拠
点制度を創設し、重点的な支援を行います。

ーー2018年度予算に「国立大学経営改革促進事
業」（40億円）が新設されました。
　これは、学長のリーダーシップによってガバナンスを
強化し、スピード感ある改革に取り組む大学を支援す
るものです。大学間連携や世界最高水準の教育・研
究の展開に向けた経営力の強化を支援することとし
ています。
　人事給与マネジメント改革も大事です。国は若手
研究者（40歳未満）の割合を３割にすることを目標
にしていますが、達成されていません。各大学には業
績評価の導入など、人件費管理のあり方を見直し、
若手人材の積極採用を図っていただきたいと思いま
す。
　われわれとしては、大学の教育・研究の向上が図ら
れるよう、今後も運営費交付金の確保に努めていき
ます。同時に、大学への寄付促進のための税制改正

（評価性資産の寄付要件の緩和）、大学資産を有効
活用できるような規制緩和（大学の土地の貸し付け
や資産運用の範囲を拡大）なども行っています。各
大学にはこれらも活用し、多様な財源による財務基
盤の強化をめざしていただきたいと思っています。

国
立
大
学
へ
の
運
営
費
交
付
金
の
配
分
や

財
政
支
援
の
方
向
性
は
今
後
ど
う
な
る
？

文科省［国立大学法人支援課］に聞く！

各大学の方向性に応じた
きめ細かい支援の構築へ

大学の財務基盤の強化に
向けた施策

国立大学法人
運営費交付金等
の予算額推移

2004    2005    2006    2007    2008    2009    2010    2011    2012    2013    2014    2015    2016    2017    2018

（単位：億円）

※2017年度予算額には
国立大学法人機能強化促進費（45億円）、
2018年度予算額には
国立大学法人機能強化促進費（89億円）を
含む。

▲1470億円

機能強化の推進
財務基盤の強化

12,415 12,317 12,214
12,043

11,813 11,695 11,585 11,528
11,366

10,792

11,123
10,945 10,945 10,97110,971

（年度）

第１期中期目標期間 第２期中期目標期間 第３期中期目標期間

＊文部科学省提供資料を基に作成



「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
を

 
守
る
」大
学
へ

特集●お金から考える大学改革 補助金

他
職
種
と
連
携
し
て
子
ど
も
を
守
る
こ

と
は
、
食
と
保
育
の
学
科
を
擁
す
る
本

学
に
と
っ
て
、
こ
の
稲
沢
の
地
で
の
存

在
価
値
な
の
で
す
。

　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
選
定
さ
れ

た
こ
と
で
得
た
補
助
金
は
、
研
究
や
広

報
の
充
実
、
ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
な
ど
に
活
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
で
は
、
若
手
教
職
員

の
タ
ス
ク
チ
ー
ム
が
中
心
と
な
っ
て
全

教
職
員
が
参
加
す
る
分
科
会
を
開
催

し
、
そ
こ
で
出
た
意
見
を
吸
い
上
げ
、

検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
ひ

と
を
想
う
挑
戦
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

定
め
て
い
ま
す
。

　
本
学
の
教
育
・
研
究
領
域
は
、
女
性

の
生
き
方
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
教
育
・
研
究
の
質
を

高
め
、
女
性
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
こ

と
に
挑
戦
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
本
学
は
名
古
屋
市
の
北
西
部
に
位
置

す
る
稲
沢
市
に
、
家
政
科
を
中
心
と
す

る
女
子
短
期
大
学
と
し
て
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
以
来
、
約
70
年
に
わ
た
っ
て
社

会
に
貢
献
で
き
る
自
立
し
た
女
性
の
育

成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
２
年
前
、
本
学
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

研
究
が
、「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
事
業
」（
以
下
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
事
業
）
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、「
稲
沢
の
地
で
、
女
子
短
大
と
し

て
こ
れ
か
ら
も
存
続
し
て
い
く
」
と
覚

悟
を
決
め
た
本
学
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
棚
卸
し
し
、
次
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
く
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
本
学
の
改
革
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の

は
、
私
が
学
長
に
就
任
し
た
約
10
年
前

で
す
。
当
時
は
帰
属
収
支
が
大
幅
な
支

出
超
過
と
な
っ
て
お
り
、
学
生
募
集
の

強
化
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
全
体
の
改

革
が
急
務
で
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
全

学
が
一
枚
岩
に
な
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
、「
教
員
が
み
ん
な
で
取
り
組
む
、

共
通
の
研
究
テ
ー
マ
」
を
設
け
、
研
究

に
よ
っ
て
大
学
全
体
が
ま
と
ま
る
こ
と

を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
15

年
ほ
ど
前
に
社
会
問
題
と
な
っ
た
と
き

か
ら
、
本
学
で
は
向
き
合
い
続
け
て
き

ま
し
た
。
栄
養
士
養
成
の
中
で
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
特
別
実
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
設
け
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ

る
地
域
の
子
ど
も
と
家
族
の
方
に
ク
リ

ス
マ
ス
料
理
を
提
供
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
親
子
が
一
緒

に
安
心
し
て
同
じ
料
理
を
楽
し
ん
で
い

る
姿
か
ら
は
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
ド
ラ

マ
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
本

学
で
の
研
究
を
生
か
し
た
地
域
と
の
継

続
的
な
交
流
は
、
地
域
に
お
け
る
本
学

の
存
在
感
を
高
め
る
と
と
も
に
、
組
織

の
一
体
感
も
高
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
の
効
果
も
あ
り
、

今
で
は
学
生
募
集
面
で
の
問
題
は
解
消

さ
れ
、
帰
属
収
支
も
プ
ラ
ス
に
転
じ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
た
本

学
が
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
応
募
し

た
理
由
は
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
で
の
取

り
組
み
が
生
か
せ
る
事
業
だ
と
直
感
し

た
こ
と
と
、「
こ
れ
か
ら
の
本
学
の
未

来
を
担
う
次
世
代
へ
の
投
資
」
と
し
て

こ
の
事
業
を
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
と
言

う
の
も
、
本
学
が
存
続
し
、
発
展
し
続

け
る
た
め
に
は
、
改
革
し
て
き
た
こ
と

を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
欠
か
せ
な

い
か
ら
で
す
。
幼
児
教
育
学
科
で
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
を
学
び
、
保
育
の
現
場
で

愛
知
文
教
女
子
短
期
大
学

2018 7-821 2018 7-8 20
取材・文／本間学　撮影／加納将人

　愛知文教女子短期大学では、研究力と研究成果の発信力をレベ
ルアップさせるために補助金を活用している。「これまでは、外部の研
究機関が集めたデータを活用して研究を行っていました。補助金が交
付されたことで、自学で全国の保育士養成施設や愛知県内の保育園
を対象にした独自調査が可能になりました。調査結果を研究に活用
し、新たな教育プログラムの開発に役立てるつもりです」（安藤京子副
学長）。さらに、教員の研修の機会も増やすことができたと言う。
　また、空き教室を改築し、「食物アレルギー教育研究トレーニング
ルーム」を設置した。調理設備やカメラを設置したこの教室で、アレル
ギー対応レシピの調理法を収録し、専用ウェブサイトを通じ動画配信す
る。「研究成果を社会に発信・共有し、食物アレルギーの子どもたちが
守られる社会になるよう貢献したい」（同副学長）。

地
元
で
存
続
す
る

女
子
短
大
と
し
て
の
覚
悟

こ
れ
ま
で
の
改
革
を

次
の
世
代
に
つ
な
ぐ

申請の狙い

成果指標

体制・
スケジュール

レバレッジ
ポイント

補助金カルテ
CASE STUDY

食物アレルギーの研究をさらに深め
情報発信を全国へと広げていく注目！

▶建学の精神に基づく「協働する心を育てる教育」と、10年以上にわたり取り組んで
　きた「食物アレルギー対応」に関する教育・研究・社会貢献をもとに、学科間・教職
　員間の連携、外部からの評価、学内外への周知を強化し、自学を代表する研究ブラ
　ンドの確立、大学広報につなげる

▶自学の研究力・教育力を発信することによる目的意識の高い入学者の増加
▶在学生の食物アレルギー教育成果
▶卒業生に対する企業や保育園・幼稚園からの評価
▶食物アレルギー情報サイト「はっぴぃーと」の視聴状況

▶中長期計画の一環として、学科を越えた若手教員からなる「研究ブランディングプロ
　ジェクトチーム」を発足。申請内容等を検討し、５か月間かけて申請書を作成
▶事業の方針、研究支援体制の整備は、学長、副学長、学科長、法人部長等からなる
　「ブランディング事業委員会」が行う
▶稲沢市、保育所給食有識者、医師、学校給食有識者からなる外部評価委員会を設ける

▶自学の研究の核を学内外に表明したことで、学内で自学の強みをより共有でき、
　教職員が一丸となって100周年に向かう新たなブランドビジョンを策定できた
▶獲得した補助金を研究調査費、教員の研修費、研究成果を発信するための
　施設設備費等に充て、研究力の強化を推進

▶私立大学研究ブランディング事業（タイプA：社会展開型）
▶成長分野における中核的専門人材養成等の戦略的推進事業
　（職域プロジェクトA：「地域版学び直し教育プログラム」の開発・実証）
▶私立大学等改革総合支援事業タイプ２「地域発展」

こやまけいこ●2001年愛知文教女子短期大学助教
授。2004年同短期大学教授・副学長、2007年同短期
大学学長。2018年愛知文教女子短期大学附属第一
幼稚園園長（兼任）。

学長 古山敬子
▲食物アレルギー教育研究
トレーニングルーム。
▶収録した調理法の動画を
ウェブサイト「はっぴぃーと」で
紹介している。

〈
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
〉

私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業（
タ
イ
プ
A
）

2017年度に
交付を受けた
主な補助金

愛知文教女子短期大学 ▼ 愛知県稲沢市 ▼ 1951年稲沢女子短期大学として創立

▼ 教育理念は「正・明・和・信」 ▼ 学科／幼児教育（第１部、第３部）、生活文化

▼ 学生数／約560人 ▼ 教員数／36人（専任） ▼ 職員数／22人（専任）



素
を
設
定
。
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
に
反
映

さ
せ
る
と
と
も
に
、入
試
の
評
価
軸
や
、

各
授
業
の
狙
い
を
整
理
し
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
の
に
活
用
し

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
教
育
の
質
向
上
と
、
補
助

金
を
使
っ
て
の
環
境
整
備
（
左
ペ
ー
ジ

参
照
）
な
ど
の
取
り
組
み
を
、
最
終
的

に
は
学
生
の
就
職
と
い
う
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
に
結
び
付
け
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
基
軸
と
し
て
２
０
１
５
年
度

に
、「
＊
社
会
力
習
得
の
た
め
の
３
段
階

教
育
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
ま
し
た
。

　「
補
助
金
事
業
へ
の
参
加
は
私
立
大

学
の
画
一
化
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
声

も
あ
り
ま
す
が
、
文
科
省
が
求
め
る
質

保
証
の
し
く
み
や
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
は

大
学
が
必
ず
備
え
る
べ
き
「
器
」
に
過

ぎ
ず
、そ
の
「
中
身
」
こ
そ
が
「
個
性
」

で
あ
る
は
ず
で
す
。
本
学
は
今
後
も
改

革
総
合
支
援
事
業
に
前
向
き
に
取
り
組

み
、
特
色
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
２
０
１
３
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
」（
以

下
、
改
革
総
合
支
援
事
業
）。
そ
の
応

募
要
項
を
見
た
と
き
、
こ
れ
は
ま
さ
に

地
方
小
規
模
私
立
大
学
が
挑
戦
す
べ
き

事
業
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
他
の
競
争
的

な
補
助
金
の
よ
う
に
卓
越
し
た
独
自
性

の
あ
る
取
り
組
み
が
対
象
で
は
な
く
、

や
る
べ
き
こ
と
を
地
道
に
や
っ
て
い
る

点
が
評
価
さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
評
価

が
定
量
的
で
、
ど
こ
ま
で
努
力
す
れ
ば

採
択
さ
れ
そ
う
か
見
込
み
が
立
つ
か
ら

で
す
。
ち
ょ
う
ど
、
育
成
す
る
学
生
像

や
地
域
貢
献
な
ど
、
大
学
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
真
剣
に
考
え
始
め
て
い
た
時

期
で
し
た
。
そ
の
改
革
の
進
捗
を
測
る

一
つ
の
目
安
と
し
て
、
同
事
業
の
点
数

表
を
活
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
教
学
改
革
は
、
各
学
部
の
理
解
、
自

主
的
な
動
き
が
な
い
と
進
み
ま
せ
ん
。

指
示
系
統
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
だ
け
で
は

継
続
的
な
取
り
組
み
は
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
改
革
を
持
続
す
る
た

め
の
体
制
を
つ
く
り
ま
し
た
。
週
１
回

の
学
部
長
連
絡
会
議
を
、「
将
来
構
想

検
討
委
員
会
」
に
格
上
げ
。
加
え
て
年

に
２
回
程
度
だ
っ
た
全
学
教
職
員
会
議

を
毎
月
行
い
、
全
学
で
目
線
合
わ
せ
と

情
報
共
有
を
し
て
、
学
部
の
協
力
を
仰

ぎ
ま
し
た
。

　
改
革
に
関
す
る
各
種
会
議
体
に
は
、

必
ず
職
員
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
取
り
組
み
を
改
革
総
合
支
援
事

業
の
点
数
に
反
映
さ
せ
る
に
は
、
実
行

し
て
い
る
内
容
が
学
内
規
定
に
合
致
し

て
い
る
必
要
が
あ
り
、
教
員
と
事
務
方

の
連
携
が
不
可
欠
だ
か
ら
で
す
。

　
認
証
評
価
は
７
年
に
１
度
で
す
が
、

同
事
業
は
１
年
ご
と
。Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
回

転
周
期
が
早
ま
り
、
改
革
が
加
速
し
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
３
〜
２
０
１
６
年
度
は
改
革

総
合
支
援
事
業
タ
イ
プ
１
・
２
・
４
、

２
０
１
７
年
度
は
タ
イ
プ
１
〜
４
で
採

択
さ
れ
、
財
政
面
以
外
に
も
多
様
な
成

果
が
出
て
い
ま
す
。

　
最
も
大
き
な
変
化
は
、
根
拠
に
基
づ

い
て
動
く
「
エ
ビ
デ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
ド
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
が
大
学
全
体
に
浸
透

し
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
補
助
金
申

請
に
は
根
拠
資
料
が
必
要
で
す
。
記
録

や
デ
ー
タ
の
重
要
性
が
理
解
さ
れ
、
情

報
を
一
か
所
に
集
約
す
る
「
大
学
に
お

け
る
Ｉ
Ｒ
」の
し
く
み
も
整
い
ま
し
た
。

将
来
構
想
検
討
委
員
会
な
ど
で
の
意
思

決
定
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
改
革
の
ス

ピ
ー
ド
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
入
試
と
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
合
性

も
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
学
力
の
３
要
素

を
基
に
本
学
が
育
成
す
べ
き
９
つ
の
要
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取材・文／児山雄介　撮影／田中秀和

　改革総合支援事業の補助金によって大幅に充実したのが、アクティブ・
ラーニング用の各種教室だ。５年連続の採択を受けて、グローバル教育、ＩＴ
教育、法学教育などに対応した教室を順次整備していった。
　150人が一斉にグループ学習ができるアクティブ・ラーニングルーム（写
真）では、「岡山経営者論」を開講している。これは地元企業の社長等を講
師として招き、経営理論や経営手法を学ぶもので、教室の特性を生かして、
講話とグループ討議、全体発表などを組み合わせた学びを展開している。こ
の取り組みは講師としてお招きした方々に本学のことを知ってもらう機会に
もなっており、地域での本学の評判を高めることにつながっている。
　また、外国人留学生を中心とする大学院進学希望者向けの「進学学習
室」も整備した。同大学は経済学分野の大学院進学率が全国トップクラ
ス。進学指導をさらに強化し、優秀な留学生の継続的な確保をめざす。

地
道
な
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
る
補
助
金

エ
ビ
デ
ン
ス
の
重
要
性
が

学
内
全
体
に
浸
透

申請の狙い

成果指標

体制

レバレッジ
ポイント

補助金カルテ

特色化を強化する教育設備を次々設置注目！

▶着手し始めていた教育改善の取り組みを加速させるため
▶点数評価で採否がわかりやすく、改革の進捗を測る目安にもなるため

▶点数化された評価基準自体を指標としている
▶就職率100％をめざして、さまざまな取り組みを行っている

▶「将来構想検討委員会」（週１回。学長、副学長、各学部・学科長、教学・入試・
　キャリアセンター各担当、事務局長）が方針を策定、各学部に通達。並行して
　「全学教職員会議」（月１回）で情報を共有
▶各種会議体には必ず職員が参加。文科省の動きなどを随時報告

▶アクティブ・ラーニング用の教室、教学マネジメントシステムなど、学力の３要素に
　対応できる教育環境が充実
▶取り組みに関するエビデンスを残す意識が高まった
▶全学で情報を共有する頻度が高まった

▶私立大学等改革総合支援事業（タイプ１：教育の質的転換、タイプ２：地域発展、
　タイプ３：産業界・他大学等との連携、タイプ４：グローバル化）
▶私立大学研究ブランディング事業（タイプＡ：社会展開型）

おおさきひろかず●1966年岡山大学大学院理学研究科
修了、1986年工学部教授。地域共同研究センター長、
工学部長、理事・副学長等を歴任。2006年岡山商科大
学商学部に着任。2007年より現職。専門は経営工学。

副学長
産学官連携センター長大﨑紘一

アクティブ・ラーニングルームでの学習の様子。学びのスタイル
を柔軟に変更できる。

改
革
総
合
支
援
事
業（
タ
イ
プ
１
〜
４
）

2017年度に
交付を受けた
主な補助金

＊「理論力」「会話力・問題解決力」「現場力」を段階的に身に付け、社会へと送り出すシステム

特集●お金から考える大学改革 補助金
岡山商科大学 ▼ 岡山県岡山市 ▼ 1965年開学

▼ 教育理念は「社会事象を的確に捉え、分析し、解決する能力を備えた心豊かな人材の育成」

▼ 学部／法、経済、経営 ▼ 学生数／約1480人

▼ 教員数／79人（専任）、36人（兼任） ▼ 職員数／47人（嘱託職員含む）

持
続
的
な
改
革
の
た
め
の

補
助
金
活
用

岡
山
商
科
大
学

CASE STUDY

〈
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
〉



特集●お金から考える大学改革 寄付金

国からの支援拡大の見通しが立たない状況の中で、
大学の財務基盤強化の方策の一つとして注目される寄付金。

これから強化しようとする大学向けに寄付募集のポイントを紹介する

ステークホルダー
からの期待 寄付金

寄
付
者
の
動
機
を
整
理
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
寄
付
者
が
大
学
に
寄
付
を
す

る
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、例
え
ば「
満

足
す
る
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

た
か
ら
」「
在
学
中
に
奨
学
金
を
受
け

た
か
ら
」
と
い
っ
た
理
由
で
寄
付
を
す

る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
し
、「
大
学
へ

の
寄
付
を
通
じ
て
、
社
会
全
体
を
よ
く

し
た
い
」
と
い
う
期
待
か
ら
寄
付
を
す

る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。あ
る
い
は
、「
母

校
の
発
展
は
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に
と
っ

て
も
重
要
だ
」
と
考
え
て
、
寄
付
を
す

る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
に
「
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

の
寄
付
者
が
、
ど
ん
な
目
的
で
寄
付
を

し
て
い
る
の
か
」
と
い
っ
た
調
査
・
分

析
は
、
寄
付
募
集
の
計
画
を
立
て
る
に

あ
た
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
寄
付
者
は
「
そ
の
お
金
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
」
に
関
心
を

持
っ
て
お
り
、
で
き
れ
ば
自
分
で
使
い

道
を
指
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、「
国
際
化
の
た
め
の
基

金
」
や
「
学
生
支
援
の
た
め
の
基
金
」、

「
教
育
設
備
の
増
強
の
た
め
の
基
金
」

な
ど
、
複
数
の
寄
付
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用

意
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
日
本
で

は
今
の
と
こ
ろ
、
周
年
事
業
な
ど
一
過

性
の
寄
付
募
集
を
行
う
大
学
が
多
い
よ

う
で
す
が
、
本
来
は
自
学
の
中
長
期
計

画
と
結
び
付
け
て
、
恒
常
的
な
寄
付
募

集
活
動
を
展
開
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
大
学
に
と
っ
て
、
大
口
寄
付
者
の
存
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米
国
の
研
究
大
学
が
毎
年
、
巨
額
の

寄
付
金
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
は
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
2
0
1
7
年
度
の

寄
付
獲
得
額
の
中
央
値
を
見
る
と
、
私

立
の
博
士
号
授
与
機
関
で
年
間

4
9
3
0
万
ド
ル
（
約
54
・
2
億
円
）、

州
立
の
博
士
号
授
与
機
関
の
場
合
は
、

3
7
3
0
万
ド
ル
（
約
41
億
円
）
も
の

寄
付
金
を
集
め
て
い
ま
す
【
図
表
１
】。

　
と
は
い
え
、
米
国
の
大
学
も
昔
か
ら

巨
額
の
寄
付
を
集
め
て
き
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
寄
付
金
額
は
1
9
8
0

年
代
か
ら
徐
々
に
拡
大
し
、
1
9
9
0

年
代
中
頃
に
急
激
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
ま
ず
株
価
の
高
騰

と
い
う
経
済
的
要
因
と
、
税
制
上
の
優

遇
と
い
う
政
策
的
要
因
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
日
本
の
場
合
、
現
金
寄

付
が
一
般
的
で
す
が
、
米
国
で
は
税
制

誰
が
、な
ぜ
寄
付
を
す
る
の
か

動
機
の
分
析
が
鍵

寄
付
募
集
の
課
題
と
可
能
性

大
学
I
R
総
研
・
大
学
経
営
分
析
セ
ン
タ
ー

リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー

福
井
文
威
ふくいふみたけ●東京大学大学院教
育学研究科博士課程修了。博士（教育
学）。日本学術振興会特別研究員、政策
研 究 大 学 院 大 学ポストドクトラルフェ
ロー、政策研究大学院大学助教授を経
て、鎌倉女子大学学術研究所准教授。

寄
付
募
集
を
め
ぐ
る
環
境
が

整
い
つ
つ
あ
る
日
本

最大値

中央値

最小値

5210

150

20

万ドル

万ドル

  万ドル

万ドル

万ドル

  万ドル

万ドル

万ドル

  万ドル

万ドル

万ドル

  万ドル

万ドル

万ドル

万ドル

万ドル

万ドル

万ドル

3830

410

30

12億8370

4930

110

6230

640

80

9740

1040

90

5億5380

3730

170

【図表1】大学タイプ別米国の寄付総額の分布（2017年度）

州 立 私 立

学士号
授与機関

＊Ｃｏｕｎｃｉｌ For Aid to Education, VSE Survey のデータを利用し作成

博士号
授与機関

修士号
授与機関

学士号
授与機関

博士号
授与機関

修士号
授与機関

国立大学

国立研究開発法人

公立大学

国立高等専門学校

【図表2】国立大学法人等における
評価性資産寄附の非課税要件緩和

法 人 種 別

２年以上、
公益目的事業に
直接供された後に、
同種の資産に限り
買換可能

評価性資産に関わる
基金の資産として
管理することで
公益目的事業の
他種資産に買換可能

基本金の資産として
管理することで
公益目的事業の
他種資産に買換可能
（株式含む）

＊内閣府「大学改革の検討状況について」資料より（2018年４月）  ＊文部科学省「寄附金関係の税制について」を参考に作成  

基本金の資産として
管理することで
公益目的事業の
他種資産に買換可能
（ただし株式除く）

上
、
株
式
形
態
で
の
寄
付
の
控
除
額
が

大
き
く
、
株
式
で
寄
付
す
る
ケ
ー
ス
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
I
T

革
命
な
ど
に
よ
っ
て
株
価
が
高
騰
し
た

1
9
9
0
年
代
以
降
に
、
大
学
へ
の
寄

付
が
拡
大
し
ま
し
た
。
日
本
の
大
学
で

は
従
来
、
株
式
に
よ
る
寄
付
は
あ
ま
り

な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
抑
制
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
政
府
は
今
、

税
制
改
正
を
す
る
な
ど
【
図
表
２
】、

評
価
性
資
産
に
よ
る
大
学
へ
の
寄
付
を

促
進
す
る
方
針
を
と
っ
て
い
る
の
で
、

大
い
に
注
目
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
一
方
、
現
金
寄
付
に
関
し
て
は
、
日

本
の
税
制
は
米
国
と
比
べ
て
も
遜
色
あ

り
ま
せ
ん
し
、
原
則
所
得
控
除
で
あ
る

米
国
に
対
し
て
、
所
得
控
除
、
税
額
控

除
の
い
ず
れ
か
を
選
べ
る
た
め
【
図
表

３
】、
日
本
の
ほ
う
が
む
し
ろ
寄
付
を

集
め
や
す
い
と
も
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
米
国
で
大
学
へ
の
寄
付
が
拡

大
し
た
背
景
に
は
、
大
学
自
身
の
努
力

が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
1
9
7
0
年
代
の
米
国
で
は
、
高

等
教
育
機
関
へ
の
政
府
か
ら
の
支
出
額

が
停
滞
し
、
多
く
の
大
学
が
財
政
上
、

厳
し
い
状
況
に
陥
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

新
た
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
寄
付

募
集
部
門
を
拡
大
さ
せ
る
な
ど
、
積
極

的
に
活
動
を
し
た
結
果
、
寄
付
が
拡
大

し
た
の
で
す
。
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
す

が
、「
寄
付
募
集
活
動
は
投
資
で
あ
り
、

そ
れ
な
り
の
コ
ス
ト
（
人
件
費
や
広
告

費
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
費
等
）
を
か
け
な

け
れ
ば
成
功
し
な
い
」
と
い
う
認
識
を

し
っ
か
り
持
っ
て
お
く
べ
き
で
し
ょ

う
。

　
今
後
、
日
本
の
大
学
が
寄
付
募
集
活

動
を
行
う
う
え
で
、
押
さ
え
て
お
き
た

い
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
て
み
ま
す
。

　
ま
ず
、
寄
付
者
を
知
る
こ
と
。
特
に

在
は
重
要
で
す
が
、
最
初
か
ら
大
口
の

寄
付
を
す
る
寄
付
者
は
ま
れ
で
す
。
小

口
寄
付
者
が
何
度
か
寄
付
を
経
験
す
る

う
ち
に
、
大
口
寄
付
者
に
な
っ
て
い
く

ケ
ー
ス
が
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
意
味
で
も
、
大
学
は
魅
力
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
と
小
口
寄
付
者
が
関
心
を
持
つ

よ
う
な
多
様
で
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
設
け
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

し
て
、
寄
付
を
重
ね
て
も
ら
え
る
よ
う

に
「
集
ま
っ
た
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
、
ど
ん
な
成
果
を
生
ん
で
い
る
の

か
」
を
、
社
会
に
見
え
る
形
で
常
に
発

信
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
寄
付
と
い
う
と
単
に
「
お
金
の
話
」

と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
寄
付
募
集

活
動
は
社
会
や
卒
業
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
す
。
大
学
の
現

状
や
今
後
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
多
く

の
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
な

り
ま
す
し
、
寄
付
募
集
が
き
っ
か
け
で

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま

れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
寄
付
募
集

計
画
の
立
案
や
活
動
は
、「
自
学
が
社

会
に
対
し
て
何
を
提
供
し
て
い
る
の

か
」「
ど
の
よ
う
な
価
値
を
生
み
出
し

て
い
る
の
か
」
を
改
め
て
考
え
、
改
革

を
行
う
き
っ
か
け
に
も
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
　

寄
付
募
集
活
動
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

＊1

＊1： 1ドル＝110円で換算＊本稿の関連レポートは大学IR総研の公式サイトで確認できる。　URL : iru.or.jp

私立大学等

【図表3】日本の個人寄付の税制上優遇制度

新 制 度従 来

所
得
税

所得控除

例

寄付により、
課税対象の
所得額を
減額

寄付により、
住民税額を
減額 

給与収入700万円の方
が１万円寄付した場合、
所得税額が1600円減少

所得税と
住民税は
両方控除を
受けることが
可能

種類

住
民
税

税額控除
寄付により、
所得税額を
減額

地方公共団体が
指定した法人に
10万円寄付した場合、
住民税額が9800円減少

給与収入700万円の方
が１万円寄付した場合、
所得税額が3200円減少

いずれかを
選択する

控除の方法 優遇のしかた 備考

取材・文／本間学　撮影／坂井公秋
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撮影／御堂義乗

社会やステークホルダーとの
コミュニケーションとして捉える

ターゲット（寄付者像）を明確にする

寄付する理由をふまえ寄付制度を棚卸しする

恒常的、中長期的な寄付戦略を立てる

担当部署を設置し、募集要項をつくる

社会への提供価値を成果と共に発信する

データを基に
改善のPDCAを回す

日本私立学校振興・共済事業団
助成部寄付金課長

新倉健二
にいくらけんじ●1992年に私学
事業団に入職後、寄付金課、補助
金課、私学経営情報センター等を
経て、2014年４月から2016年３月
まで文部科学省高等教育局私学
部に出向し、参事官付専門官を務
める。2016年４月より現職。

ーー近年の私立大学の寄付募集の状況は？
　私学事業団が設けている受配者指定寄付金制
度＊１の利用状況を見ると、ここ５年間で件数が急激
に伸びています。一方で、大学の収入における寄付
金の割合は20年以上変わっていません。その理由
は、「以前から寄付募集に積極的だった大学がさら
に寄付件数を増やし、それ以外の大学はそれほど集
められていない」からだと考えます。ただし、この制度
を利用する大学は10年前と比べ倍増しており、寄付
募集に対する意識は高まっていると感じます。
　「日本には寄付文化がない」という声も耳にします
が、内閣府の調査によれば、「過去１年間に寄付をし
たことがある」と答えた人は約４割。世帯収入別に見
ても、さほど差がありません【図表１】。さらに寄付をし
た理由として約６割の人が「社会の役に立ちたいか
ら」と答えています。しかし、学校法人への寄付経験
は6.9%という結果でした。つまり、大学に寄付をする
人が少ないというだけで、日本にも寄付の文化はあ
るのです。
ーーなぜ大学に寄付が集まらないのでしょうか。
　同調査の経済的理由以外の「寄付を妨げる要
因」では「寄付先に対する信頼度に欠ける」「寄付を

しても実際に役に立っているとは思えない」「十分な
情報がない」といったことが挙げられていました【図表
２】。つまり、社会に対し「何をやっているのか」を伝え
なければ、寄付は集まらないのです。ちなみに、いまだ
ウェブサイトに寄付金コーナーがない私立大学も少
なくありません。

ーー寄付募集を成功させるために重要なことは？
　まず、自学の教育や研究、その他さまざまな活動
の価値を、誰が評価してくれるのか、正確に理解し
てくれているのかを検証することです。そのうえで相
手に「お金を出してもらう理由」を明確に説明する。
自学の存在価値を改めて見つめ直し、それをステーク
ホルダーに伝える必要があります。それにはステーク
ホルダーを誰に設定するかが重要です。最近は「地
域」に期待する大学も多いのですが、その地域とは
どこを指しますか？　県なのか、市なのか、地元の商
店街なのか？　どこの誰に役立つ存在になるのか、
社会における存在価値を明らかにしましょう。
　そうして定めた対象に向けて、「期待してもらい支
援を受ける」ためのプレゼンをしていく、それが寄付
募集活動です。コミュニケーションしていく中で、さ
まざまな声が返ってくるでしょう。それは自学の課題や
強み、つまり大学自身が社会からどう見られているか、
己を知ることになりますし、それが大学改革のきっか
けにもなります。取り組みの成果は金額で表れます
から、改革の PDCA サイクルは回しやすいでしょう。
　補助金と比べて寄付金は、大学の裁量が大きいお
金です。私学事業団としてもSD研修への協力や寄
付金ポータルサイト＊2を通じた支援も行っていますの
で、ぜひ積極的に取り組んでもらいたいと思います。

大
学
に
寄
付
金
が
集
ま
ら
な
い
の
は

日
本
に
寄
付
文
化
が
な
い
か
ら
で
は
？

私学事業団寄付金課に聞く！

大学への寄付者が少ないだけで
日本にも寄付文化の土壌はある

まずは社会や地域に
大学がもっと近づくこと

寄付金総額以外のKPI（新規寄付者の数、大口寄付の数、
卒業生寄付率など）も用いてPDCAを回したい。企業訪問
などで得られた大学への期待・評価の声も重要

ビジョンや取り組みだけでなく、それによって生み出された成果もあわせて広報しよう

単なる資金集めの手段ではなく、「ステークホルダーに自学の現状を知ってもらう機会」として捉え直す

寄付者によって、寄付する理由は異なる。調査・分析し、データベースづくりを

「ステークホルダーが大学に期待すること＝自学の社会的役割」から今の制度を見直してみる

大学が魅力的な中長期ビジョンを持っていれば、寄付者の期待は高まる

募集するにはまず要項づくりから。税制のしくみ等を含めた、丁寧な説明が欠かせない
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編
集
部
よ
り

寄
付
金
集
め
の
コ
ツ
と
は

　
前
ペ
ー
ジ
で
福
井
文
威
准
教
授
は

「
寄
付
募
集
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
」
と

指
摘
し
て
い
る
。
寄
付
募
集
活
動
を
通

し
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
自
学
の
現

状
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
継
続
的

な
寄
付
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
学
部

や
関
連
機
関
の
生
産
物
、
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
の
〝
成
果
物
〞
を
返
礼
品
と

す
る
こ
と
は
、
立
派
な
広
報
活
動
に
な

る
。

　
ま
た
、
実
務
的
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

は
「
担
当
部
署
の
設
置
」「
募
集
要
項

づ
く
り
」「
情
報
の
公
表
（
自
学
の
社

会
的
な
役
割
の
紹
介
、
寄
付
金
の
活
用

報
告
）」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大
学

へ
の
寄
付
に
慣
れ
て
い
る
人
や
企
業
は

少
な
い
。
募
集
要
項
や
特
設
サ
イ
ト
を

つ
く
り
、
募
集
内
容
や
手
続
き
を
丁
寧

に
説
明
す
る
な
ど
、
寄
付
を
し
や
す
い

し
く
み
を
つ
く
る
こ
と
は
必
須
だ
。

　
寄
付
募
集
に
力
を
入
れ
る
大
学
は
増

え
つ
つ
あ
る
。
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋

大
学
は
、
出
口
新
学
長
の
指
示
の
下
、

財
務
基
盤
の
強
化
を
進
め
、
寄
付
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
も
大
き
く
変
え
る
予
定
だ

と
い
う
。
P・
28
で
は
特
色
あ
る
寄
付

金
募
集
の
例
を
ま
と
め
て
い
る
。
見
直

し
の
参
考
に
さ
れ
た
い
。

寄付募集       のポイント７つ
１

2

3

4

5

6

7

【図表1】過去１年間に寄付を
　 　　したことがありますか？

【図表2】寄付をするにあたり妨げとなることは？

35% 40% 41% 43% 47% 53%

17.3

経済的な余裕がないこと
寄付先の団体・NPO法人等に対する信頼度に欠けること
寄付をしても、実際に役に立っていると思えないこと

寄付を行いたいが、十分な情報がないこと
寄付の手続きがわかりにくいこと

その他
特に妨げとなることはない

＊内閣府「市民の社会貢献に関する実態調査」（2016年度実施）より作成

0 10 20 30 40 50 60
寄付を
したこと
がない
　59％

寄付を
したこと
がある
　41％

◆世帯収入別

300万円未満 300万円以上
500万円未満

500万円以上
600万円未満

600万円以上
800万円未満

800万円以上
1000万円未満 1000万円以上

50.0
（％）

31.3

28.2

16.2

11.9

4.5

＊１：私学事業団が企業等から寄付金を受け入れ、寄付者が指定する学校法人に配付する事業。法人税制上この制度を利用した寄付金は全額が損金の額に算入可能な税の優遇制度。2016年度時点での大学・短大法人の利用実績は306法人
＊２：私立学校寄付金ポータルサイト　http://kifu-portal.shigaku.go.jp/

（複数回答）
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北海道大学

筑波大学

玉川大学

上智大学

早稲田大学

明治大学

法政大学

関東学院大学

金沢工業大学

信州大学

常翔学園＊1

皇學館大学

愛媛大学

特色ある寄付募集の例

国際基督教
大学

総務企画部広報課

事業開発推進室

玉川学園経理部募金係

上智学院総務局ソフィア連携室

総長室社会連携課

大学支援事務室

 

関東学院募金担当

工学アカデミア計画 寄付金係

基金室

社会連携機構 事業担当

教学振興会事務局

北大フロンティア基金

SOPHIA未来募金

WASEDAサポーターズ倶楽部

未来サポーター募金

「リーディング・ユニバーシティ―法政」募金

Friends of ICU

ふるさと関東学院募金

「工学アカデミア計画」寄付金

信州大学知の森基金

教学振興会

ふるさと育英奨学基金

愛大基金

大学名 担当部署 寄付金事業名 募集内容 募集目標金額 寄付の仕方 特典、返礼制度 実績 （ ）内は件数 

卒業生・後援会
連携室（募金担当）

新見公立大学・短期大学
事務局学務課

サポートメンバー
1000人

（2022年までに）

年間5600万円以上
＊ICU Peace Bell
奨学金の場合

年額 3000万円

 2億円
（毎年経常的に募集）

３億円
（2022年３月末
までの間）

 5億5000万円
（毎年経常的に募集）

５０億円

1000万円

ゆめ９０募金

筑波大学基金
TSUKUBA FUTURESHIP

常翔ホール椅子募金
サポーターズ募金
JOSHO古本募金

▶一般資金（使途限定なし）▶特定資金（学生支援、留
学生、国際交流支援、学部等支援等）
▶「北大みらい投資プログラム」（卒業生による後輩学生
のための個人寄付）

▶奨学金サポート（学部入学時と博士課程進学時）
▶グローバル人材育成支援
▶その他特定基金（博士人材育成支援）

▶奨学サポート資金▶国際化サポート資金
▶研究サポート資金▶スポーツサポート資金（体育会各部）
▶キャンパス整備サポート資金

▶奨学金▶グローバル教育支援▶教育環境整備
▶スポーツ振興（クラブ別）▶研究支援等

▶ICU Peace Bell奨学金
▶ICUトーチリレー奨学金▶新体育施設支援募金
▶キャンパスの自然環境保全資金など

教育奨励を目的として、
関東学院内の応援したい学校を指定して寄付が可能

▶銘板▶総長・役員との懇談会▶オリジナルカレンダー・グッズ
▶植物園優待券進呈など

個人：▶芳名記載▶３万円以上で3500円相当、５万円以上で
5000円相当、10万円以上で8500円相当の玉川グッズ（農学部
監修はちみつ等）▶創立90周年式典招待▶特別顕彰等
法人：▶企業向け研修▶寄付趣意書企業広告掲載等

▶芳名発表▶礼状・感謝状▶会員サービス（グッズの送付、会員証
提示による優待サービス等）▶銘板▶名誉称号贈呈▶名誉称号者
向けサービス（大学諸行事招待ほか）

▶広報誌に芳名掲載▶銘板▶広報誌贈呈▶感謝状
▶寄付者交流会への招待

▶芳名記載▶記念品贈呈▶名誉称号制度
▶賛助員の集い招待▶広報誌贈呈▶時節のご挨拶

▶広報誌に芳名掲載▶1回1万円以上の寄付でFriends of ICU
カードを発行 特典つき（大学礼拝堂のオルガン演奏会・クリスマス演
奏会への招待、図書館の利用等）

卒業生が経営しているお店や会社の商品進呈
（食品、雑貨、温泉券、マリンスポーツ体験など）

▶卒業生等が、大学への寄付として「ふるさと納税」をした場合、新
見市の特産品（千屋牛、桃、ピオーネなど）▶新見市外在住で1万円
以上の寄付では、新見市の特産品が届き、かつ所得税と住民税が
軽減される

サイト上で受付（カード・ペイジー・コンビニ＊継
続寄付制度あり）、振込書、遺贈、現物、古本、
給与寄付（教職員対象）

振込、口座振替、サイト上で受付（カード・ペイ
ジー＊継続寄付制度あり）、大学窓口、遺贈、
相続寄付、古本、給与寄付（教職員対象）

サイト上で受付（カード・ペイジー・コンビニ＊継
続寄付制度あり）、振込書、遺贈、財物、古本、
給与等寄付（教職員対象）

サイト上で受付（カード・ペイジー・コンビニ＊継
続寄付制度あり）、振込書、古本、現物、遺贈、
給与控除（教職員のみ）

サイト上で受付（カード・コンビニ＊継続寄付制
度あり）、振込書、遺贈

ゆうちょ銀行振込、サイト上で受付
（カード・コンビニ）

サイト上で受付（カード・ペイジー＊継続寄付制
度あり）、銀行振込、遺贈、相続財産寄付

サイト上で受付（カード＊継続寄付制度あ
り）、振込、遺贈、相続寄付も受付

『教学振興会』年会費という形で募集、サイ
ト上で受付（カード・ペイジー・コンビニ）ほか、
ゆうちょ銀行振込

サイト上で受付（カード）

サイト上で受付（カード、振込）、古本

▶教育・学術・文化振興のため▶継続的な寄付のための
継続寄付制度、サポートメンバー制度（奨学基金募金、学
校支援募金、プロジェクト支援募金等）▶図書館充実資金

看護師、保健師、幼稚園教諭、保育士、社会福祉士、介
護福祉士の育成のための奨学基金

▶地域貢献を担う人材育成に活用するえみか夢基金
▶特定事業対象の特定基金（修学支援や医学部、農学
部、紙産業イノベーションセンターおよび、四国遍路・世界の
巡礼研究センター等各種研究事業）

▶建学の精神を生かした研究活動の振興と教育の質の
改善と保証▶神宮並びに神道研究の情報拠点の形成
▶「伊勢志摩定住自立圏共生学」教育プログラムによる
地域貢献人材の育成など

▶教育環境整備▶グローバルリーダー育成支援
▶スポーツ支援▶ボランティア活動支援▶奨学金
▶学生寮の寮費低減支援など

サイト上で受付、振込用紙、預貯金口座からの
自動振替

サイト上で受付（カード＊継続寄付制度あり）、
振込書、古本

２億8752万円 
（2827件）＊2017年度

１億9658万円
＊2015～2017年度

3658万円
（1355件）
＊2017年度

累積で約5億8000万円
＊2018年3月現在

4億8199万円
＊2017年度

２億549万円
＊2017年度

69億4232万円
（27966件）
＊2017年度までの累計

5億2113万円
＊2016年度

1億6906万円
＊2017年度

1億7615万円
（7106件 ）
＊2017年度（現金のみ）

707万円
＊2016年度

2130万円（536件）
＊2013年度

４１億３５３５万円
＊2016年度までの累計

サイト上で受付（カード・コンビニ）、振込書、
古本、CD・DVD

▶銘板▶記念トロフィー▶創立記念式典での感謝状・記念品

▶学園報などに芳名掲載
▶記念品（大学教員執筆『遷宮浪漫』贈呈）

▶サイト上に芳名記載▶感謝状▶銘板▶名誉称号の授与
▶記念プレート▶学長との懇談▶広報誌の送付

▶記念品贈呈▶芳名録への掲載▶図書館利用資格の贈呈
▶特別顕彰

▶芳名記載▶称号の授与▶感謝状
▶贈呈品制度「TSUKUBA FUTURESHIP PREMIUM」
　（筑波大学関連商品）

▶特別奨学事業▶夢考房プロジェクト事業
▶古本活用事業など

▶一般基金（教育、国際交流、研究、地域貢献）
▶特定基金（スポーツ、病院、修学支援等）

▶玉川学園教育研究振興資金（教育・研究への支援）
▶玉川スチューデントサポート基金（生徒・学生への支援）
▶小原國芳教育学術奨励基金（研究への支援）

▶教育研究支援・奨学金の新設と拡充
▶教育研究環境整備支援

▶芳名記載▶銘板▶記念品贈呈
▶サポートメンバー特典（感謝会、懇談会など）

▶サイト上や広報誌に芳名記載▶感謝状▶銘板▶学長懇談会
▶かんきつ類など農産物進呈▶附属病院人間ドック利用
▶広報誌の送付など

特徴ある寄付募集活動を行っている大学の一例を紹介する。企画そのものだけでなく、寄付の仕方や特典、
また、今回は掲載していないが、寄付募集のウェブサイトでの情報の出し方にも工夫や特色が見られる。
寄付募集活動の企画、広報展開の参考にしていただきたい。

愛媛大学基金室

新見市「ふるさと納税 ふるさとにいみ応援基金」
寄付申出書で新見公立大学への寄付を選択

アドヴァンスメント・オフィス 
Friends of ICU 事務局

新見公立大学
（NiU）

毎年恒常的に
募集

＊１ 大阪工業大学、摂南大学、広島国際大学



特集●お金から考える大学改革

2018 7-8 30

お金
大学改革

種類

ステーク
ホルダーと
その期待

学生・保護者が

「社会の中で生き抜く力を

養成する教育」に期待

■量「入学定員の確保」

■質「学び合う集団づくり」

■教育効果をデザインして
　伝える

■自学ならではの特色ある
　教育プログラムの提供

■学修成果の可視化

国民が「社会の発展に

必要な取り組みをすること」

に期待

■ビジョンを持つ

■全学的な協力体制構築

■政策についての
　情報収集と分析

■PDCAサイクルの構築

■根拠資料の整備保管

■大学の特色化

■改革の呼び水

■入試改革   

■組織の見直し、ガバナンス改革

■教職協働  

■IRによりPDCAサイクルを回す

■情報の公開・透明性を上げる

■全学的なお金に対する意識改革

卒業生、地域、企業等が

「大学に望むこと」の

実現に期待

■中長期的な募集戦略

■寄付者の
　実態調査分析

■情報発信の工夫

■自学の今とこれからを
　常に発信

■社会の中で
　存在価値をつくる

増やす
ためには？

有効活用
するには？

寄付金補助金・交付金学 納 金

どこからどんな「収入」を得てどう使うかは、その大学のありようを左右する。
大学の3大収入「学納金、補助金・交付金、寄付金」のこれからの増やし方、活用の仕方、
そして大学改革との関係について、以下にまとめた。参考にされたい。

まとめ

など

そのためにすべき改革は？


